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Ⅱ 調査結果 
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１ 男女共同参画全般について 

 
 言葉の認知度について，｢聞いたことがあり，意味も知っている｣と答えた割合は，

｢セクシュアル・ハラスメント｣が 94.0％と最も高く，次いで｢ＤＶ（ドメスティック・バイオレ

ンス）」（92.4％）となっている。 

 ｢男女共同参画｣については，「聞いたことがあり，意味も知っている」と答えた割合は

34.7％と，平成 28年度市調査（29.8％）と比較すると，4.9ポイント増加しており，「ワー

ク・ライフ・バランス」「デートＤＶ」についても，同様に増加している。 

 

図表 1-1 男女共同参画に関する言葉の認知度（全体）（ｎ＝794） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 １ 】 あなたは男女共同参画に関する次の(1)～(8)の言葉について，聞いたことが  

      ありますか。 （それぞれ○は１つ） 

図表 1-2 男女共同参画に関する言葉の認知度（平成 28 年度市調査）（ｎ＝778） 

男女共同参画

ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

デートDV

聞いたことがあり

意味も知っている

聞いたことはあるが

意味は知らない
聞いたこと

がない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29.8 

26.9 

28.6 

28.7 

18.0 

28.1 

40.5 

53.3 

39.6 

1.0 

1.8 

3.7 

男女共同参画

ワーク・ライフ・バランス
（仕事と生活の調和）

DV
 (ドメスティック・バイオレンス)

デートDV

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

パタニティ・ハラスメント

性的少数者

聞いたことがあり

意味も知っている

聞いたことはあるが

意味は知らない
聞いたこと

がない
無回答

34.7

44.1

92.4

53.8

94.0

86.4

21.7

57.4

32.2

24.9

4.2

15.2

3.4

7.3

15.5

19.3

32.0

29.7

2.1

29.4

1.6

5.0

61.1

21.7

1.1

1.3

1.3

1.6

1.0

1.3

1.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図表 1-3 男女共同参画に関する言葉の認知度（性別） 
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が

，

意

味

は

知

ら

な

い

聞

い

た

こ

と

が

無

い 無

回

答

男性 40.4% 32.8% 26.2% 0.6%

女性 30.4% 32.0% 36.2% 1.3%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

全体 34.7% 32.2% 32.0% 1.1%

男性 48.0% 24.7% 27.0% 0.3%

女性 41.4% 25.1% 31.8% 1.8%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 44.1% 24.9% 29.7% 1.3%

男性 91.3% 5.5% 2.3% 0.9%

女性 93.5% 3.1% 2.0% 1.3%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体 92.4% 4.2% 2.1% 1.3%

男性 47.7% 15.1% 36.0% 1.2%

女性 58.8% 15.2% 24.2% 1.8%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 53.8% 15.2% 29.4% 1.6%

男性 93.0% 4.7% 2.0% 0.3%

女性 94.9% 2.5% 1.3% 1.3%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体 94.0% 3.4% 1.6% 1.0%

男性 83.4% 10.2% 5.8% 0.6%

女性 89.0% 4.9% 4.5% 1.6%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

全体 86.4% 7.3% 5.0% 1.3%

男性 23.8% 14.8% 60.8% 0.6%

女性 20.1% 15.9% 61.5% 2.5%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

全体 21.7% 15.5% 61.1% 1.7%

男性 62.5% 16.9% 20.3% 0.3%

女性 53.7% 21.3% 22.6% 2.5%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 57.4% 19.3% 21.7% 1.6%

マタニティ・ハラスメント

パタニティ・ハラスメント

性的少数者

男女共同参画

ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

DV（ドメスティック・バイオ

レンス）

デートDV

セクシュアル・ハラスメント
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図表 1-4 男女共同参画に関する言葉の認知度（年代別） 
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意

味

は

知

ら
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い
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こ

と

が

無

い

無

回

答

18～29歳 52.7% 24.2% 23.1% 0.0%

30～39歳 26.7% 38.3% 35.0% 0.0%

40～49歳 29.0% 33.3% 37.7% 0.0%

50～59歳 31.8% 31.3% 35.9% 1.0%

60～69歳 34.6% 39.7% 24.3% 1.5%

70歳以上 49.3% 17.9% 26.9% 6.0%

無回答 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 34.7% 32.2% 32.0% 1.1%

18～29歳 65.9% 18.7% 15.4% 0.0%

30～39歳 45.8% 22.5% 30.8% 0.8%

40～49歳 43.2% 21.3% 35.0% 0.5%

50～59歳 42.6% 27.7% 29.2% 0.5%

60～69歳 36.0% 32.4% 30.9% 0.7%

70歳以上 35.8% 23.9% 32.8% 7.5%

無回答 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

全体 44.1% 24.9% 29.7% 1.3%

18～29歳 95.6% 2.2% 2.2% 0.0%

30～39歳 95.8% 3.3% 0.0% 0.8%

40～49歳 96.2% 2.7% 0.5% 0.5%

50～59歳 94.9% 3.1% 1.5% 0.5%

60～69歳 87.5% 7.4% 4.4% 0.7%

70歳以上 76.1% 9.0% 7.5% 7.5%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体 92.4% 4.2% 2.1% 1.3%

18～29歳 65.9% 20.9% 13.2% 0.0%

30～39歳 51.7% 16.7% 30.0% 1.7%

40～49歳 51.4% 16.4% 31.1% 1.1%

50～59歳 57.4% 10.8% 30.8% 1.0%

60～69歳 50.7% 17.6% 30.9% 0.7%

70歳以上 44.8% 10.4% 37.3% 7.5%

無回答 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 53.8% 15.2% 29.4% 1.6%

18～29歳 94.5% 2.2% 3.3% 0.0%

30～39歳 95.8% 3.3% 0.0% 0.8%

40～49歳 96.7% 2.2% 1.1% 0.0%

50～59歳 95.9% 2.1% 1.5% 0.5%

60～69歳 91.2% 5.9% 2.9% 0.0%

70歳以上 83.6% 7.5% 1.5% 7.5%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体 94.0% 3.4% 1.6% 1.0%

男女共同参画

ワーク・ライフ・バランス

（仕事と生活の調和）

DV（ドメスティック・バイオ

レンス）

デートDV

セクシュアル・ハラスメント
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が
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，
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知
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意

味

は

知
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い
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と
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無

い

無

回

答

18～29歳 82.4% 11.0% 6.6% 0.0%

30～39歳 90.0% 7.5% 1.7% 0.8%

40～49歳 89.6% 6.6% 3.3% 0.5%

50～59歳 88.2% 6.2% 5.1% 0.5%

60～69歳 86.0% 5.9% 7.4% 0.7%

70歳以上 73.1% 10.4% 9.0% 7.5%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体 86.4% 7.3% 5.0% 1.3%

18～29歳 19.8% 19.8% 60.4% 0.0%

30～39歳 21.7% 12.5% 64.2% 1.7%

40～49歳 20.8% 14.8% 63.9% 0.5%

50～59歳 24.6% 15.4% 59.0% 1.0%

60～69歳 22.8% 16.2% 59.6% 1.5%

70歳以上 14.9% 16.4% 59.7% 9.0%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体 21.7% 15.5% 61.1% 1.7%

18～29歳 56.0% 16.5% 27.5% 0.0%

30～39歳 57.5% 25.8% 15.0% 1.7%

40～49歳 61.2% 16.4% 21.9% 0.5%

50～59歳 57.9% 15.9% 25.1% 1.0%

60～69歳 55.1% 27.9% 16.2% 0.7%

70歳以上 53.7% 11.9% 25.4% 9.0%

無回答 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 57.4% 19.3% 21.7% 1.6%

パタニティ・ハラスメント

性的少数者

マタニティ・ハラスメント
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 ｢平等になっている｣と答えた割合は，｢学校教育｣が 61.3％と最も高く，唯一

過半数を超えている。次いで｢自治会やＰＴＡ等地域活動｣(29.2％)，｢家庭生活｣

(27.2％)となっているが，いずれも 30％未満であった。その他の分野において

は，｢男性優遇｣が｢女性優遇｣を大きく上回り，特に｢政治の場｣，｢社会通念，慣

習，しきたりなど｣，｢社会全体｣で約７割が｢男性優遇｣と回答している。 

 経年比較で見ると，｢職場や就職活動｣の分野で｢平等になっている｣と答えた割

合の増加傾向が見られた。性別でみると，各分野とも男性よりも女性において｢男

性優遇｣と答えた割合が高い。年代別では，年代が上がるにつれて｢平等になって

いる｣と答えた割合が低くなる傾向にある。 

図表 2-1 各分野における男女の地位の平等感（全体）（ｎ=794） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 ２ 】  あなたは，次の分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。（それ 

       ぞれ○は１つ） 

社会通念・慣習・
しきたりなど

社会全体

家庭生活

職場環境

学校教育

自治会やPTA等
地域活動

法律や制度

政治の場

9.6 

13.6 

2.3 

5.3 

11.3

37.7 

24.3 

15.9 

39.8 

46.2 

11.1 

21.4 

34.4 

38.9 

49.2 

52.6 

27.2 

21.2 

61.3 

29.2 

24.3 

7.7 

9.7 

10.7 

6.3 

4.2 

2.3 

6.0 

3.9 

0.9 

0.6 

1.8 

2.1 

1.1 

0.5 

1.4 

1.4 

0.5 

0.1 

0.5 

13.4 

12.1 

20.0 

34.8 

23.3 

12.7 

14.4 

16.9 

1.6 

1.6 

2.5 

1.9 

1.4 

1.6 

1.6 

1.6 

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇
どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

家庭生活 9.6% 39.8% 49.4% 27.2% 6.3% 2.1% 8.4% 13.4% 1.6%

職場や就職活動 13.6% 46.2% 59.8% 21.2% 4.2% 1.1% 5.3% 12.1% 1.6%

学校教育 2.3% 11.1% 13.4% 61.3% 2.3% 0.5% 2.8% 20.0% 2.5%

自治会やＰＴＡ等の地域活動 5.3% 21.4% 26.7% 29.2% 6.0% 1.4% 7.4% 34.8% 1.9%

法律や制度 11.3% 34.4% 45.8% 24.3% 3.9% 1.4% 5.3% 23.3% 1.4%

政治の場 37.7% 38.9% 76.6% 7.7% 0.9% 0.5% 1.4% 12.7% 1.6%

社会通念・慣習・しきたりなど 24.3% 49.2% 73.6% 9.7% 0.6% 0.1% 0.8% 14.4% 1.6%

社会全体 15.9% 52.6% 68.5% 10.7% 1.8% 0.5% 2.3% 16.9% 1.6%

無回答

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない
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社会通念・慣習・
しきたりなど

社会全体

家庭生活

職場

学校教育

自治会やPTA等
地域活動

法律や制度

政治の場

9.3

13.6

3.3

7.0

10.3

35.0

19.1

11.3

35.6

39.8

15.2

27.7

36.6

44.0

51.0

62.8

45.5

30.7

61.2

46.5

39.7

14.4

22.6

21.2

6.5

4.5

2.3

8.7

4.0

1.1

2.1

2.8

0.7

0.5

0.3

1.6

0.4

0.1

0.2

0.3

2.4

10.9

17.7

8.6

9.0

5.4

5.0

1.6

男性の方が非常に

優遇されている

どちらかといえば男性が

優遇されている
平等

どちらかといえば女性が

優遇されている

女性の方が非常

に優遇あれている
わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図表 2-2 各分野における男女の地位の平等感（令和元年度内閣府調査）（ｎ=2,645） 

社会通念・慣習・
しきたりなど

社会全体

家庭生活

職場

学校教育

自治会やPTA等
地域活動

法律や制度

政治の場

9.3

13.6

3.3

7.0

10.3

35.0

19.1

11.3

35.6

39.8

15.2

27.7

36.6

44.0

51.0

62.8

45.5

30.7

61.2

46.5

39.7

14.4

22.6

21.2

6.5

4.5

2.3

8.7

4.0

1.1

2.1

2.8

0.7

0.5

0.3

1.6

0.4

0.1

0.2

0.3

2.4

10.9

17.7

8.6

9.0

5.4

5.0

1.6

男性の方が非常に

優遇されている

どちらかといえば男性が

優遇されている
平等

どちらかといえば女性が

優遇されている

女性の方が非常

に優遇されている
わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

社会通念・慣習・
しきたりなど

社会全体

家庭生活

職場

学校教育

自治会やPTA等
地域活動

法律や制度

政治の場

9.3

13.6

3.3

7.0

10.3

35.0

19.1

11.3

35.6

39.8

15.2

27.7

36.6

44.0

51.0

62.8

45.5

30.7

61.2

46.5

39.7

14.4

22.6

21.2

6.5

4.5

2.3

8.7

4.0

1.1

2.1

2.8

0.7

0.5

0.3

1.6

0.4

0.1

0.2

0.3

2.4

10.9

17.7

8.6

9.0

5.4

5.0

1.6

男性の方が非常に

優遇されている

どちらかといえば男性が

優遇されている
平等

どちらかといえば女性が

優遇されている

女性の方が非常

に優遇あれている
わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図表 2-3 各分野における男女の地位の平等感（経年比較） 

                         (Ｒ3 ｎ=794，Ｈ28 ｎ=778，Ｈ23 ｎ=756)  

【家庭生活】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

今回調査（Ｒ3） 9.6% 39.8% 49.4% 27.2% 6.3% 2.1% 8.4% 13.4% 1.6%

前回調査（H28） 10.0% 39.2% 49.2% 26.6% 5.9% 2.3% 8.2% 14.3% 1.7%

前々回調査（Ｈ23) 11.5% 35.1% 46.6% 26.5% 7.5% 2.1% 9.6% 12.3% 5.0%

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない
無回答

 
 

 

 

【職場や就職活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

今回調査（Ｒ3） 13.6% 46.2% 59.8% 21.2% 4.2% 1.1% 5.3% 12.1% 1.6%

前回調査（H28） 18.9% 43.1% 62.0% 17.2% 4.2% 1.9% 6.1% 11.6% 3.1%

前々回調査（Ｈ23) 15.1% 41.4% 56.5% 17.9% 4.6% 0.8% 5.4% 10.7% 9.5%

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない
無回答

 

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

9.6 

10.0

11.5

39.8 

39.2

35.1

27.2 

26.6

26.5

6.3 

5.9

7.5

2.1 

2.3

2.1

13.4 

14.3

12.3

1.6 

1.7

5.0

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇
どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

13.6 

18.9

15.1

46.2 

43.1

41.4

21.2 

17.2

17.9

4.2 

4.2

4.6

1.1 

1.9

0.8

12.1 

11.6

10.7

1.6 

3.1

9.5

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇 どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【学校教育】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自治会やＰＴＡ等の地域活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

今回調査（Ｒ3） 5.3% 21.4% 26.7% 29.2% 6.0% 1.4% 7.4% 34.8% 1.9%

前回調査（H28） 9.3% 31.6% 40.9% 32.5% 4.0% 1.4% 5.4% 17.9% 3.3%

前々回調査（Ｈ23) 5.4% 29.1% 34.5% 36.5% 5.0% 0.8% 5.8% 15.1% 8.1%

無回答

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない

 

 

 

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

2.3 

2.3

1.7

11.1 

9.6

8.7

61.3 

65.0

62.3

2.3 

2.1

2.2

0.5 

0.6

0.4

20.0 

17.0

15.2

2.5 

3.3

9.4

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇 どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

今回調査（Ｒ3） 2.3% 11.1% 13.4% 61.3% 2.3% 0.5% 2.8% 20.0% 2.5%

前回調査（H28） 2.3% 9.6% 11.9% 65.0% 2.1% 0.6% 2.7% 17.0% 3.3%

前々回調査（Ｈ23) 1.7% 8.7% 10.4% 62.3% 2.2% 0.4% 2.6% 15.2% 9.4%

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない
無回答

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

5.3 

9.3

5.4

21.4 

31.6

29.1

29.2 

32.5

36.5

6.0 

4.0

5.0

1.4 

1.4

0.8

34.8 

17.9

15.1

1.9 

3.3

8.1

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇 どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【法律や制度】 

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

11.3 

12.7

10.3

34.4 

35.5

31.6

24.3 

24.7

29.0

3.9 

5.3

6.2

1.4 

2.2

1.9

23.3 

15.7

13.0

1.4 

4.0

8.1

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇 どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【政治の場】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

今回調査（Ｒ3） 11.3% 34.4% 45.7% 24.3% 3.9% 1.4% 5.3% 23.3% 1.4%

前回調査（H28） 12.7% 35.5% 48.2% 24.7% 5.3% 2.2% 7.5% 15.7% 4.0%

前々回調査（Ｈ23) 10.3% 31.6% 41.9% 29.0% 6.2% 1.9% 8.1% 13.0% 8.1%

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない
無回答

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

今回調査（Ｒ3） 37.7% 38.9% 76.6% 7.7% 0.9% 0.5% 1.4% 12.7% 1.6%

前回調査（H28） 28.9% 41.8% 70.7% 16.2% 1.2% 0.1% 1.3% 9.6% 2.2%

前々回調査（Ｈ23) 25.7% 40.2% 65.9% 16.1% 0.9% 0.3% 1.2% 9.5% 7.3%

無回答

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

37.7 

28.9

25.7

38.9 

41.8

40.2

7.7 

16.2

16.1

0.9 

1.2

0.9

0.5 

0.1

0.3

12.7 

9.6

9.5

1.6 

2.2

7.3

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇 どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【社会通念・慣習・しきたりなど】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【社会全体】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

今回調査（Ｒ3） 24.3% 49.2% 73.6% 9.7% 0.6% 0.1% 0.8% 14.4% 1.6%

前回調査（H28） 20.2% 44.1% 64.3% 17.1% 2.2% 0.8% 3.0% 13.1% 2.6%

前々回調査（Ｈ23) 13.8% 46.7% 60.5% 17.3% 2.2% 0.8% 3.0% 11.6% 7.5%

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない
無回答

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

今回調査（Ｒ3） 15.9% 52.6% 68.5% 10.7% 1.8% 0.5% 2.3% 16.9% 1.6%

前回調査（H28） 19.8% 50.3% 70.1% 11.1% 3.5% 1.2% 4.7% 12.3% 1.9%

前々回調査（Ｈ23) 13.6% 50.0% 63.6% 12.4% 3.2% 1.1% 4.3% 13.0% 6.7%

無回答

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

今回調査（Ｒ3） 24.3 

20.2

13.8

49.2 

44.1

46.7

9.7 

17.1

17.3

0.6 

2.2

2.2

0.1 

0.8

0.8

14.4 

13.1

11.6

1.6 

2.6

7.5

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇 どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

15.9 

19.8

13.6

52.6 

50.3

50.0

10.7 

11.1

12.4

1.8 

3.5

3.2

0.5 

1.2

1.1

16.9 

12.3

13.0

1.6 

1.9

6.7

男性が優遇

どちらかと

いえば

男性が優遇

平等になっ

ている

どちらかと

いえば

女性が優遇

女性が優遇 どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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図表 2-4 各分野における男女の地位の平等感（性別） 

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

男性 6.1% 34.6% 40.7% 34.3% 8.7% 2.9% 11.6% 11.6% 1.7%

女性 12.1% 44.1% 56.2% 21.9% 4.5% 1.6% 6.0% 14.3% 1.6%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

全体 9.6% 39.9% 49.5% 27.3% 6.3% 2.1% 8.5% 13.1% 1.6%

男性 10.2% 43.9% 54.1% 26.2% 4.9% 1.7% 6.7% 12.5% 0.6%

女性 16.3% 48.1% 64.4% 17.4% 3.6% 0.7% 4.3% 11.6% 2.2%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 13.6% 46.3% 60.0% 21.2% 4.2% 1.1% 5.3% 12.0% 1.5%

男性 1.2% 8.4% 9.6% 69.2% 2.0% 1.2% 3.2% 16.3% 1.7%

女性 3.1% 13.2% 16.3% 55.7% 2.5% 0.0% 2.5% 22.6% 2.9%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 2.3% 11.1% 13.4% 61.5% 2.3% 0.5% 2.8% 19.9% 2.4%

男性 3.2% 20.9% 24.1% 34.0% 6.7% 1.5% 8.1% 32.6% 1.2%

女性 6.9% 21.9% 28.9% 25.7% 5.6% 1.3% 6.9% 36.2% 2.2%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 5.3% 21.5% 26.8% 29.3% 6.1% 1.4% 7.4% 34.7% 1.8%

男性 4.9% 33.4% 38.4% 32.6% 5.8% 1.7% 7.6% 20.6% 0.9%

女性 16.3% 35.5% 51.8% 18.1% 2.5% 1.1% 3.6% 25.0% 1.6%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 11.3% 34.6% 45.9% 24.3% 3.9% 1.4% 5.3% 23.2% 1.3%

男性 29.4% 42.7% 72.1% 12.2% 0.9% 1.2% 2.0% 12.8% 0.9%

女性 44.3% 36.0% 80.3% 4.3% 0.9% 0.0% 0.9% 12.5% 2.0%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 37.8% 39.0% 76.8% 7.7% 0.9% 0.5% 1.4% 12.6% 1.5%

男性 17.4% 53.2% 70.6% 0.9% 0.3% 14.0% 14.2% 13.4% 0.9%

女性 29.5% 46.5% 76.1% 0.4% 0.0% 6.5% 6.5% 15.0% 2.0%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 24.4% 49.4% 73.7% 0.6% 0.1% 9.7% 9.8% 14.3% 1.5%

男性 8.7% 53.8% 62.5% 3.2% 0.9% 16.6% 17.4% 16.0% 0.9%

女性 21.5% 51.9% 73.4% 0.7% 0.2% 6.3% 6.5% 17.4% 2.0%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 15.9% 52.8% 68.7% 1.8% 0.5% 10.7% 11.2% 16.8% 1.5%

どちらとも

いえない

社会通念・慣

習・

しきたりなど

社会全体

家庭生活

職場や就職活

動

学校教育

自治会やＰＴＡ

等の地域活動

法律や制度

政治の場

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

無回答
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図表 2-5 各分野における男女の地位の平等感（年代別） 

男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

18～29歳 4.4% 30.8% 35.2% 30.8% 14.3% 3.3% 17.6% 15.4% 1.1%

30～39歳 8.3% 46.7% 55.0% 26.7% 5.8% 3.3% 9.2% 8.3% 0.8%

40～49歳 10.4% 35.0% 45.4% 34.4% 4.4% 2.7% 7.1% 12.0% 1.1%

50～59歳 10.3% 39.5% 49.7% 27.7% 5.6% 1.5% 7.2% 13.8% 1.5%

60～69歳 9.6% 42.6% 52.2% 22.8% 5.9% 1.5% 7.4% 16.9% 0.7%

70歳以上 14.9% 49.3% 64.2% 11.9% 4.5% 0.0% 4.5% 13.4% 6.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 9.6% 39.8% 49.4% 27.2% 6.3% 2.1% 8.4% 13.4% 1.6%

18～29歳 9.9% 38.5% 48.4% 35.2% 4.4% 1.1% 5.5% 11.0% 0.0%

30～39歳 13.3% 45.0% 58.3% 18.3% 6.7% 0.8% 7.5% 15.8% 0.0%

40～49歳 16.4% 38.8% 55.2% 25.7% 6.0% 1.1% 7.1% 12.0% 0.0%

50～59歳 14.4% 47.2% 61.5% 21.5% 4.1% 1.0% 5.1% 10.8% 1.0%

60～69歳 11.0% 57.4% 68.4% 15.4% 0.7% 1.5% 2.2% 12.5% 1.5%

70歳以上 14.9% 55.2% 70.1% 6.0% 1.5% 1.5% 3.0% 10.4% 10.4%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

全体 13.6% 46.2% 59.8% 21.2% 4.2% 1.1% 5.3% 12.1% 1.6%

18～29歳 1.1% 7.7% 8.8% 67.0% 7.7% 1.1% 8.8% 15.4% 0.0%

30～39歳 0.8% 10.0% 10.8% 64.2% 2.5% 0.0% 2.5% 21.7% 0.8%

40～49歳 4.4% 10.9% 15.3% 63.9% 1.1% 0.5% 1.6% 19.1% 0.0%

50～59歳 1.0% 10.8% 11.8% 63.6% 1.5% 0.5% 2.1% 20.5% 2.1%

60～69歳 2.9% 16.9% 19.9% 52.9% 2.2% 0.7% 2.9% 21.3% 2.9%

70歳以上 3.0% 7.5% 10.4% 53.7% 0.0% 0.0% 0.0% 22.4% 13.4%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

全体 2.3% 11.1% 13.4% 61.3% 2.3% 0.5% 2.8% 20.0% 2.5%

18～29歳 2.2% 13.2% 15.4% 35.2% 6.6% 2.2% 8.8% 40.7% 0.0%

30～39歳 5.0% 10.8% 15.8% 30.0% 8.3% 0.0% 8.3% 44.2% 1.7%

40～49歳 10.4% 19.7% 30.1% 28.4% 6.0% 2.2% 8.2% 33.3% 0.0%

50～59歳 3.6% 28.2% 31.8% 29.2% 7.2% 1.5% 8.7% 29.2% 1.0%

60～69歳 3.7% 25.0% 28.7% 27.9% 4.4% 0.7% 5.1% 36.8% 1.5%

70歳以上 4.5% 29.9% 34.3% 25.4% 1.5% 1.5% 3.0% 26.9% 10.4%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

全体 5.3% 21.4% 26.7% 29.2% 6.0% 1.4% 7.4% 34.8% 1.9%

18～29歳 3.3% 24.2% 27.5% 35.2% 5.5% 3.3% 8.8% 28.6% 0.0%

30～39歳 17.5% 27.5% 45.0% 22.5% 5.8% 0.8% 6.7% 25.8% 0.0%

40～49歳 11.5% 32.2% 43.7% 27.3% 3.8% 0.5% 4.4% 24.6% 0.0%

50～59歳 11.3% 41.0% 52.3% 18.5% 4.6% 2.6% 7.2% 20.5% 1.5%

60～69歳 8.8% 43.4% 52.2% 25.0% 1.5% 0.7% 2.2% 20.6% 0.0%

70歳以上 16.4% 31.3% 47.8% 20.9% 1.5% 0.0% 1.5% 20.9% 9.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

全体 11.3% 34.5% 45.8% 24.3% 3.9% 1.4% 5.3% 23.2% 1.4%

家庭生活

職場や就職活

動

学校教育

自治会やＰＴＡ

等の地域活動

法律や制度

無回答

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない
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男性が優遇

どちらかと

いえば男性

が優遇

計

どちらかと

いえば女性

が優遇

女性が優遇 計

18～29歳 27.5% 41.8% 69.2% 12.1% 0.0% 1.1% 1.1% 17.6% 0.0%

30～39歳 41.7% 30.8% 72.5% 10.8% 0.8% 0.0% 0.8% 15.0% 0.8%

40～49歳 39.9% 37.7% 77.6% 6.6% 0.5% 0.5% 1.1% 14.8% 0.0%

50～59歳 40.0% 36.9% 76.9% 8.2% 1.5% 0.5% 2.1% 11.3% 1.5%

60～69歳 39.7% 46.3% 86.0% 3.7% 0.7% 0.7% 1.5% 8.1% 0.7%

70歳以上 28.4% 44.8% 73.1% 6.0% 1.5% 0.0% 1.5% 10.4% 9.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

全体 37.7% 38.9% 76.6% 7.7% 0.9% 0.5% 1.4% 12.7% 1.6%

18～29歳 16.5% 47.3% 63.7% 13.2% 1.1% 0.0% 1.1% 22.0% 0.0%

30～39歳 26.7% 53.3% 80.0% 8.3% 0.8% 0.0% 0.8% 10.0% 0.8%

40～49歳 25.1% 45.4% 70.5% 12.6% 0.0% 0.0% 0.0% 16.9% 0.0%

50～59歳 28.7% 44.6% 73.3% 8.2% 1.5% 0.5% 2.1% 14.9% 1.5%

60～69歳 20.6% 61.0% 81.6% 9.6% 0.0% 0.0% 0.0% 8.1% 0.7%

70歳以上 23.9% 46.3% 70.1% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 16.4% 9.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

全体 24.3% 49.2% 73.6% 9.7% 0.6% 0.1% 0.8% 14.4% 1.6%

18～29歳 11.0% 40.7% 51.6% 20.9% 3.3% 1.1% 4.4% 22.0% 1.1%

30～39歳 20.0% 52.5% 72.5% 10.8% 2.5% 0.8% 3.3% 13.3% 0.0%

40～49歳 15.3% 51.4% 66.7% 10.4% 2.2% 0.5% 2.7% 19.7% 0.5%

50～59歳 18.5% 50.8% 69.2% 9.2% 2.1% 0.0% 2.1% 17.4% 2.1%

60～69歳 14.7% 64.0% 78.7% 7.4% 0.0% 0.7% 0.7% 11.8% 1.5%

70歳以上 11.9% 56.7% 68.7% 9.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.4% 6.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

全体 15.9% 52.6% 68.5% 10.7% 1.8% 0.5% 2.3% 16.9% 1.6%

社会通念・慣

習・しきたりな

ど

社会全体

政治の場

男性優遇

平等になっ

ている

女性優遇

どちらとも

いえない
無回答
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全体

女性

男性

肯 定 的 否 定 的

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対 わからない

8.6 

6.5 

7.5 

30.8 

24.6 

27.5 

34.4 

38.5 

36.6 

21.2 

24.9 

23.2 

4.9 

5.5 

5.2 

 

 

 ｢男は仕事，女は家庭｣という考え方について，否定的に答えた割合(反対＋どちらか

といえば反対の合計)は 47.0％で，平成 28 年度市調査(36.2％)と比較すると，10.8

ポイント増加している。一方，肯定的に答えた割合(賛成＋どちらかといえば賛成の合

計)は 10.4％で，平成 28 年度市調査(26.6％)と比較すると，16.2 ポイント減少した。

また，｢どちらともいえない｣と答えた割合は 41.4％であった。 

 性別でみると，男性は女性よりも肯定的に答えた割合が高くなっている。年代別で

は年代が上がるにつれ否定的意見に答えた割合が低くなっている。 

図表 3-1 「男は仕事，女は家庭」という考え方に対する意識（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 3-2 「男は仕事，女は家庭」という考え方に対する意識（令和元年度内閣府調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 ３ 】 「男は仕事，女は家庭」という考えがありますが，あなたはどう思いますか。（○ 

      は１つ） 

(ｎ=2,645) 

賛成
どちらかと
いえば賛成

計
どちらかと
いえば反対

反対 計

全体 1.6% 8.8% 10.4% 19.9% 27.1% 47.0% 41.6% 1.0%

女性 1.1% 7.4% 8.5% 23.7% 28.4% 52.1% 38.7% 0.7%

男性 2.3% 10.8% 13.1% 14.8% 25.6% 40.4% 45.1% 1.5%

無回答

肯定的意見 否定的意見
どちらとも
いえない

全体

女性

男性

肯 定 的 否 定 的

2.3 

1.1 

1.6 

10.8 

7.4 

8.8 

14.8 

23.7 

19.9 

25.6 

28.4 

27.1 

45.1 

38.7 

41.6

1.5 

0.7 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対

どちらとも

いえない
無回答
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図表 3-2 「男は仕事，女は家庭」という考え方に対する意識（経年比較） 

(Ｒ3 ｎ=794，Ｈ28 ｎ=778，Ｈ23 ｎ=756) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

【女性】

1.1 

3.0 

5.2 

7.4 

18.8 

23.2 

23.7 

22.9 

21.7 

28.4 

16.4 

15.1 

38.7 

38.4 

32.9 

0.7 

0.5 

1.9 

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対

どちらとも

いえない
無回答

否 定 的肯 定 的

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成
どちらかと
いえば賛成

計
どちらかと
いえば反対

反対 計

R3 1.1% 7.4% 8.5% 23.7% 28.4% 52.1% 38.7% 0.7%

H28 3.0% 18.8% 21.8% 22.9% 16.4% 39.3% 38.4% 0.5%

H23 5.2% 23.2% 28.4% 21.7% 15.1% 36.8% 32.9% 1.9%

肯定的意見 否定的意見
どちらとも
いえない

無回答

【全体】

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

1.6 

5.3

5.7

8.8 

21.3

28.2

19.9 

20.1

18.8

27.1 

16.1

13.0

41.6

36.6

31.7

1.0 

0.6

2.6

肯 定 的 否 定 的

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対

どちらとも

いえない
無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成
どちらかと
いえば賛成

計
どちらかと
いえば反対

反対 計

R3 1.6% 8.8% 10.4% 19.9% 27.1% 47.0% 41.6% 1.0%

H28 5.3% 21.3% 26.6% 20.1% 16.1% 36.2% 36.6% 0.6%

H23 5.7% 28.2% 33.9% 18.8% 13.0% 31.8% 31.7% 2.6%

無回答

肯定的意見 否定的意見
どちらとも
いえない
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図表 3-3 「男は仕事，女は家庭」という考え方に対する意識（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛成
どちらかと
いえば賛成

計
どちらかと
いえば反対

反対 計

R3 2.3% 10.8% 13.1% 14.8% 25.6% 40.4% 45.1% 1.5%

H28 8.0% 24.5% 32.5% 15.6% 15.6% 31.2% 35.9% 0.3%

H23 6.3% 36.1% 42.4% 15.4% 10.3% 25.7% 30.1% 1.9%

肯定的意見 否定的意見
どちらとも
いえない

無回答

今回調査（Ｒ3）

前回調査（Ｈ28）

前々回調査（Ｈ23)

【男性】

2.3 

8.0

6.3

10.8 

24.5

36.1

14.8 

15.6

15.4

25.6 

15.6

10.3

45.1 

35.9

30.1

1.5 

0.3

1.9

賛成
どちらかと

いえば賛成

どちらかと

いえば反対
反対

どちらとも

いえない
無回答

肯 定 的 否 定 的

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成
どちらかと

いえば賛成
計

どちらかと

いえば反対
反対 計

1.6% 8.8% 10.4% 19.9% 27.1% 47.0% 41.4% 1.0%

男性 2.3% 10.8% 13.1% 14.8% 25.6% 40.4% 45.1% 1.5%

女性 1.1% 7.4% 8.5% 23.7% 28.4% 52.1% 38.7% 0.7%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

18～29歳 1.1% 8.8% 9.9% 22.0% 36.3% 58.2% 31.9% 0.0%

30～39歳 1.7% 2.5% 4.2% 20.8% 35.8% 56.7% 39.2% 0.0%

40～49歳 1.1% 9.8% 10.9% 18.0% 27.3% 45.4% 43.2% 0.5%

50～59歳 2.1% 7.7% 9.7% 21.0% 23.6% 44.6% 44.1% 1.5%

60～69歳 1.5% 11.8% 13.2% 20.6% 23.5% 44.1% 41.9% 0.7%

70歳以上 3.0% 14.9% 17.9% 14.9% 16.4% 31.3% 46.3% 4.5%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

どちらとも

いえない
無回答

年

代

別

全体

性

別

肯定的意見 否定的意見
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２ 家庭生活について 
 

 

 

 家庭内の家事の分担については，｢いつもしている｣と答えた割合は，全ての分野で

女性が男性を上回っている。 

 平成 28 年度市調査と比較すると，男性の｢いつもしている｣と答えた割合は，介護以

外の全ての分野で増加している。 

 

図表 4-1 家庭内での家事分担について（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 ４ 】 あなたは，家庭内で次にあげる事項についてどの程度たずさわっています 

      か。（それぞれ○は１つ） 

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

食
事
の

後
片
付
け

育
児

介
護

ゴ
ミ
出
し

掃
除

洗
濯

食
事
の
支
度

0% 20% 40% 60% 80% 100%

43.0

66.4

3.5

12.8

15.1

38.9

24.4

79.2

37.5

81.0

27.6

82.1

26.2

70.2

27.9

16.1

9.9

7.6

16.3

2.5

31.4

11.4

36.9

13.2

29.9

10.7

49.4

23.0

14.5

6.9

14.0

4.3

11.3

2.0

28.5

6.0

16.0

3.6

23.0

3.4

16.3

3.8

13.1

8.7

58.7

63.3

44.2

43.4

14.2

1.8

7.8

0.7

18.0

2.2

6.7

0.7

1.5

1.8

14.0

12.1

13.1

13.2

1.5

1.6

1.7

1.6

1.5

1.6

1.5

2.2

いつも

している

時々

している

ほとんど

していない

全く

していない
無回答
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図表 4-2 家庭内での家事分担について（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

ゴ
ミ
出
し

掃
除

洗
濯

食
事
の
支
度

食
事
の

後
片
付
け

育
児

介
護

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いつも

している

時々

している

ほとんど

していない

全く

していない
無回答

40.5

67.6

6.7

15.0

10.4

37.3

19.9

80.3

19.9

80.3

24.8

85.6

23.6

72.0

31.0

16.2

11.0

10.2

22.4

2.8

40.2

14.1

32.8

11.6

27.6

9.3

46.3

22.9

15.0

7.9

12.3

7.4

12.3

2.8

16.9

3.0

30.7

5.8

25.2

2.1

21.5

2.5

12.3

7.2

52.5

53.9

37.4

42.1

9.5

1.6

15.6

1.4

21.8

1.9

8.0

0.9

1.2

1.2

17.5

13.4

17.5

15.0

1.2

0.9

0.9

1.2

0.6

1.2

0.6

1.6
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図表 4-3 家庭内での家事分担について（「いつもしている」と答えた割合）（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掃除 洗濯 食事の支度
食事の

後片付け
育児 介護 ゴミ出し

18～29歳 男性 22.5% 27.5% 20.0% 45.0% 5.0% 0.0% 27.5%

女性 35.3% 47.1% 49.0% 56.9% 15.7% 0.0% 33.3%

30～39歳 男性 27.8% 38.9% 33.3% 46.3% 27.8% 5.6% 50.0%

女性 66.2% 81.5% 81.5% 70.8% 60.0% 3.1% 53.8%

無回答 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 100.0%

40～49歳 男性 25.6% 23.1% 25.6% 43.6% 21.8% 2.6% 37.2%

女性 79.0% 85.7% 81.0% 87.6% 61.0% 12.4% 67.6%

50～59歳 男性 24.0% 33.3% 26.7% 32.0% 18.7% 2.7% 54.7%

女性 75.6% 88.2% 79.0% 86.6% 32.8% 18.5% 75.6%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

60～69歳 男性 29.5% 24.6% 23.0% 32.8% 6.6% 6.6% 44.3%

女性 77.3% 90.7% 93.3% 89.3% 24.0% 22.7% 80.0%

70歳以上 男性 28.6% 14.3% 11.4% 20.0% 0.0% 2.9% 37.1%

女性 68.8% 84.4% 84.4% 78.1% 18.8% 9.4% 75.0%

無回答 男性 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0%
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 子育てについての考え方では，｢性別による役割を固定せずに育てた方がよい｣とい

う考えに賛成と答えた割合は，女性が 82.1％，男性が 72.4％となっている。 

 年代別では「性別による役割を固定せずに育てた方がよい」という考えに賛成と答

えた割合は，年代が上がるにつれ，低くなる傾向にある。 

 

図表 5-1 子育てについての考え方について（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 ５ 】 あなたは，子育てについて次にあげる考えを，どのように思いますか。（それぞ 

      れ○は１つ） 

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

男の子も女の子もどちらも家
事ができるように育てた方が
よい

性別を意識して育てた方がよ
い

性別による役割を固定せずに
区別なく育てた方がよい

男の子は経済的に自立できる
よう育てた方がよいが，女の
子には必要ない

男の子も女の子もどちらも経
済的に自立できるように育て
た方がよい

女の子は家事ができるように
育てた方がよいが，男の子に
は必要ない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

26.5 

13.0 

72.4 

82.1 

1.2 

0.4 

92.4 

95.7 

1.5 

0.9 

88.4 

94.4 

32.3 

42.7 

4.4 

2.5 

87.8 

91.5 

0.3 

0.4 

86.0 

90.8 

0.0 

0.7 

41.0 

43.4 

23.0 

14.5 

10.5 

6.7 

6.7 

2.9 

11.9 

7.4 

11.3 

4.0 

0.3 

0.9 

0.3 

0.9 

0.6 

1.3 

0.6 

0.9 

0.6 

0.9 

0.3 

0.9 

賛成 反対
どちらとも

いえない
無回答
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女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

性別を意識して育てた方がよ
い

男の子も女の子もどちらも家
事ができるように育てた方が
よい

女の子は家事ができるように
育てた方がよいが，男の子に
は必要ない

男の子も女の子もどちらも経
済的に自立できるように育て
た方がよい

男の子は経済的に自立できる
よう育てた方がよいが，女の
子には必要ない

性別による役割を固定せずに
区別なく育てた方がよい

0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 反対
どちらとも

いえない
無回答

38.0 

25.7 

74.5 

80.3 

78.8 

80.6 

88.0 

93.5 

75.8 

75.9 

81.6 

90.0 

17.5 

17.4 

1.8 

0.7 

2.1 

1.2 

0.0 

0.0 

3.1 

1.6 

0.3 

0.0 

37.7 

53.2 

17.5 

15.5 

12.0 

13.2 

5.8 

3.7 

13.8 

17.4 

12.9 

7.2 

6.7 

3.7 

6.1 

3.5 

7.1 

5.1 

6.1 

2.8 

7.4 

5.1 

5.2 

2.8 

図表 5-3 子育てについての考え方について（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 5-2 子育てについての考え方について（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

 

男の子も女の子

もどちらも家事

ができるように

育てた方がよい

女の子は家事が

できるように育

てた方がよい

が，男の子には

必要ない

男の子も女の子

もどちらも経済

的に自立できる

ように育てた方

がよい

男の子は経済的

に自立できるよ

う育てた方がよ

いが，女の子に

は必要ない

性別による役割

を固定せずに区

別なく育てた方

がよい

性別を意識して

育てた方がよい

91.8% 1.1% 94.3% 94.3% 94.3% 94.3%

男性 88.4% 1.5% 92.4% 1.2% 72.4% 26.5%

女性 94.4% 0.9% 95.7% 0.4% 82.1% 13.0%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 50.0% 0.0%

18～29歳 90.1% 1.1% 93.4% 0.0% 86.8% 15.4%

30～39歳 96.7% 1.7% 95.8% 0.8% 83.3% 21.7%

40～49歳 97.3% 0.0% 97.3% 0.0% 75.4% 12.6%

50～59歳 90.3% 1.0% 94.4% 1.0% 75.9% 17.4%

60～69歳 89.7% 0.7% 92.6% 0.7% 74.3% 25.0%

70歳以上 79.1% 4.5% 88.1% 3.0% 74.6% 25.4%

無回答 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 50.0%

性

別

年

代

別

全体
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 高齢者の介護をする場合の家庭内の分担については，｢男女どちらも同等に介護を分

担した方がよい｣と答えた割合が 76.5％と最も高く，平成 28 年度市調査(59.6％)と比

較すると，16.9 ポイント増加している。 

 

図表 6-1 介護についての考え方について（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 6-2 介護についての考え方について（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

全体

女性

男性

どちらか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護は女性が

行った方がよい

どちらかといえば

女性が行った方が

よいが，男性も協力

した方がよい

介護は男性が

行った方がよい

どちらかといえば

男性が行った方が

よいが，女性も協力

した方がよい

男女どちらも同

等に介護を分担

した方がよい

無回答

0.3 

0.5 

0.5 

38.7 

31.7 

34.8 

0.6 

0.2 

0.5 

0.9 

0.7 

0.8 

53.4 

65.0 

59.6 

6.1 

1.9 

3.7 

 

【 問 ６ 】 高齢者の介護をする場合の家庭内での分担について，あなたはどう考えます 

      か。（〇は1つ） 

全体

女性

男性

0.6 

0.0 

0.3 

24.1 

19.5 

21.5 

0.0 

0.4 

0.3 

1.2 

0.4 

0.8 

73.5 

78.7 

76.5 

0.6 

0.9 

0.8 

どちらかどちらかといえ

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護は女性が

行った方がよい

どちらかといえば

女性が行った方が

よいが，男性も協力

した方がよい

介護は男性が

行った方がよい

どちらかといえば

男性が行った方が

よいが，女性も協力

した方がよい

男女どちらも同

等に介護を分担

した方がよい

無回答
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図表 6-3 介護についての考え方について（性別・年代別） 

介

護

は

女

性

が

行
っ

た

方

が

よ

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

女

性

が

行
っ

た

方

が

よ

い

が

，

男

性

も

協

力

し

た

方

が

よ

い

介

護

は

男

性

が

行
っ

た

方

が

よ

い

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

男

性

が

行
っ

た

方

が

よ

い

が

，

女

性

も

協

力

し

た

方

が

よ

い

男

女

ど

ち

ら

も

同

等

に

介

護

を

分

担

し

た

方

が

よ

い

無

回

答

0.3% 21.5% 0.3% 0.8% 76.5% 0.8%

男性 0.6% 24.1% 0.0% 1.2% 73.5% 0.6%

女性 0.0% 19.5% 0.4% 0.4% 78.7% 0.9%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0%

18～29歳 0.0% 11.0% 0.0% 2.2% 86.8% 0.0%

30～39歳 0.0% 13.3% 0.8% 0.0% 85.0% 0.8%

40～49歳 0.0% 15.8% 0.5% 1.6% 81.4% 0.5%

50～59歳 0.0% 27.7% 0.0% 0.0% 71.3% 1.0%

60～69歳 1.5% 27.2% 0.0% 0.0% 71.3% 0.0%

70歳以上 0.0% 34.3% 0.0% 1.5% 61.2% 3.0%

無回答 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体

性

別

年

代

別
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３ 就業について 
 

 

 

 仕事と家庭についての男性の考え方について，｢家事・育児を地域活動を妻と分かち

合い，仕事と家庭を両立させる｣と答えた割合が 88.6％と最も高く，平成 28 年度市調

査(82.4％)と比較すると，6.2 ポイント増加している。 

 

図表 7-1 仕事と家庭についての男性の考え方について（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 7-2 仕事と家庭についての男性の考え方について（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

全体

女性

男性

どちらか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事・育児や地域活動

は妻に任せ，仕事に

専念する

家事・育児や地域活動を

妻と分かち合い，仕事と

家庭を両立させる

仕事は妻に任せ，家事・

育児や地域活動に専念す

る

その他 無回答

10.1 

4.4 

6.7 

81.6 

82.6 

82.4 

0.3 

0.0 

0.1 

4.9 

4.2 

4.4 

3.1 

8.8 

6.4 

 

 

【 問 ７ 】 仕事と家庭についての男性の考え方として，あなたが望ましいと思うのは，ど 

      のような考え方ですか。（〇は1つ） 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.4 

1.6 

4.5 

83.7 

92.4 

88.6 

0.9 

0.0 

0.4 

4.7 

2.5 

3.4 

2.3 

3.6 

3.0 

家事・育児や地域

活動は妻に任せ，

仕事に専念する

家事・育児や地域

活動を妻と分かち

合い，仕事と

家庭を両立させる

仕事は妻に任せ，家

事・育児や地域活動

に専念する
その他 無回答
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図表 7-3 仕事と家庭についての男性の考え方について（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家

事

・

育

児

や

地

域

活

動

は

妻

に

任

せ

，

仕

事

に

専

念

す

る

家

事

・

育

児

や

地

域

活

動

を

妻

と

分

か

ち

合

い

，

仕

事

と

家

庭

を

両

立

さ

せ

る

仕

事

は

妻

に

任

せ

，

家

事

・

育

児

や

地

域

活

動

に

専

念

す

る

そ

の

他

無

回

答

4.5% 88.6% 0.4% 3.4% 3.0%

男性 8.4% 83.7% 0.9% 4.7% 2.3%

女性 1.6% 92.4% 0.0% 2.5% 3.6%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～29歳 2.2% 93.4% 0.0% 4.4% 0.0%

30～39歳 3.3% 88.3% 0.0% 5.0% 3.3%

40～49歳 4.9% 91.8% 0.5% 2.2% 0.5%

50～59歳 3.6% 88.2% 0.5% 4.6% 3.1%

60～69歳 5.9% 87.5% 0.7% 0.7% 5.1%

70歳以上 9.0% 77.6% 0.0% 4.5% 9.0%

無回答 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

性

別

年

代

別
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 女性が仕事を持つことについて，｢結婚や出産にこだわらず，仕事を続けた方がよい｣

と答えた割合が 53.8％と最も高く，次いで｢結婚，出産後は仕事を辞め，育児が一段

落したのち，再び仕事に就く方がよい｣(33.5％)となっている。 

 令和元年度内閣府調査においても，｢子供ができても，職業を続ける方がよい｣と答

えた割合が 61.0％と最も高くなっている。 

 ｢結婚や出産にこだわらず，仕事を続けた方がよい｣と答えた割合は，平成 28 年度市

調査(40.6％)と比較すると，13.2 ポイント増加している。 

図表 8-1 女性が仕事を持つことについて （性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

図表 8-2 女性が仕事を持つことについて（令和元年度内閣府調査）(ｎ=2,645) 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3.9 4.8 

6.5 61.0 20.3 

1.7 1.7 

女性は職業を

もたない方が

よい

結婚するまでは

職業をもつ方が

よい

子供ができるま

では，職業をも

つ方がよい

子供ができて

も，職業を続

ける方がよい

子供ができたら仕事

をやめ，大きくなっ
たら再び職業をもつ

方がよい

その他

わか

らな

い

 

【 問 ８ 】 女性が仕事をもつことについて，あなたはどう思いますか。（〇は1つ） 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

51.5 

55.7 

53.8 

36.0 

31.3 

33.5 

1.7 

2.0 

1.9 

0.0 

0.0 

0.0 

8.7 

7.8 

8.2 

2.0 

3.1 

2.7 

結婚や出産に

こだわらず，

仕事を続けた

方がよい

結婚，出産後は仕事

を辞め，育児がひと

段落したのち，再び

仕事に就く方がよい

結婚を機に仕事をや

め，家事・育児に専

念した方がよい

女性は仕事につ

かない方がよい
その他 無回答
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図表 8-4 女性が仕事を持つことについて（性別・年代別） 

結

婚

や

出

産

に

こ

だ

わ

ら

ず

，

仕

事

を

続

け

た

方

が

よ

い

と

思

う 結

婚

や

出

産

後

は

仕

事

を

辞

め

，

育

児

が

一

段

落

し

た

後

，

再

び

仕

事

に

就

く

方

が

よ

い

と

思

う

結

婚

を

機

に

仕

事

を

辞

め

，

家

事

・

育

児

に

専

念

し

た

方

が

よ

い

と

思

う

女

性

は

仕

事

に

就

か

な

い

方

が

良

い

と

思

う

そ

の

他

無

回

答

53.8% 33.5% 1.9% 0.0% 8.2% 2.7%

男性 51.5% 36.0% 1.7% 0.0% 8.7% 2.0%

女性 55.7% 31.3% 2.0% 0.0% 7.8% 3.1%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～29歳 58.2% 30.8% 0.0% 0.0% 11.0% 0.0%

30～39歳 52.5% 30.0% 1.7% 0.0% 14.2% 1.7%

40～49歳 56.3% 31.1% 2.2% 0.0% 9.3% 1.1%

50～59歳 50.3% 37.9% 1.0% 0.0% 7.2% 3.6%

60～69歳 54.4% 36.0% 1.5% 0.0% 4.4% 3.7%

70歳以上 50.7% 32.8% 7.5% 0.0% 1.5% 7.5%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体

性

別

年

代

別

 

 

図表 8-3 女性が仕事を持つことについて（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚や出産にこ

だわらず，仕事

を続けた方がよ

い

結婚，出産後は仕事

を辞め，育児がひと

段落したのち，再び

仕事に就く方がよい

結婚を機に仕事をや

め，家事・育児に専

念した方がよい

女性は仕事につ

かない方がよい
その他 無回答

42.0 

40.0 

40.6 

40.5 

44.0 

42.9 

6.4 

3.7 

4.9 

0.3 

0.5 

0.4 

8.0 

7.6 

7.6 

2.8 

4.2 

3.6 
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 女性が仕事を続けていく上で支障となっているものについて，｢家事・育児・介護と

の両立が難しい｣と答えた割合が 67.6％と最も高く，次いで，｢家事・育児・介護への

家族の協力が不十分｣(39.3％)，｢昇進・昇格・給与に男女格差がある｣(26.4％)となっ

ている。 

図表 9-2 女性が仕事を続けていく上で，支障となっているもの（性別）(ｎ=794) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 ９ 】 女性が仕事を続けていく上で，支障となっているものは何だと思いますか。 

     （○は３つまで） 

家事・育児・介護との両立が難
しい

家事・育児・介護への家族の協
力が不十分

保育施設や老人福祉施設，介護
サービスが利用しにくい

結婚や出産を契機として退職す
る慣行がある

家族の理解が得られない

「男は仕事，女は家庭」という
社会通念がある

昇進・昇格・給与に男女格差が
ある

転勤や長時間労働がある

中高年の女性に対し退職の圧力
がある

支障になることは特にない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

67.6 

39.3 

24.3 

23.3 

7.6 

21.0 

26.4 

23.2 

8.1 

3.1 

1.8 

2.3 

68.0 

43.4 

25.3 

20.4 

8.3 

20.4 

29.1 

21.9 

9.2 

2.9 

1.8 

2.9 

67.7 

34.0 

23.0 

27.3 

6.7 

22.1 

23.3 

24.7 

6.7 

3.5 

1.7 

1.5 

全体

女性

男性
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図表 9-3 女性が仕事を続けていく上で，支障となっているもの（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 9-2 女性が仕事を続けていく上で，支障となっているもの（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

 

家
事
・
育
児
・
介
護
と
の

両
立
が
難
し
い

家
事
・
育
児
・
介
護
へ
の

家
族
の
協
力
が
不
十
分

保
育
施
設
や
老
人
福
祉
施

設
，
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
利

用
し
に
く
い

結
婚
や
出
産
を
契
機
と
し

て
退
職
す
る
慣
行
が
あ
る

家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い 「

男
は
仕
事
，
女
は
家

庭
」

と
い
う
社
会
通
念
が

あ
る

昇
進
・
昇
格
・
給
与
に
男

女
格
差
が
あ
る

転
勤
や
長
時
間
労
働
が
あ

る 中
高
年
の
女
性
に
対
し
退

職
の
圧
力
が
あ
る

支
障
に
な
る
こ
と
は
特
に

な
い

そ
の
他

無
回
答

67.6% 39.3% 24.3% 23.3% 7.6% 21.0% 26.4% 23.2% 8.1% 3.1% 1.8% 2.3%

男性
67.7% 34.0% 23.0% 27.3% 6.7% 22.1% 23.3% 24.7% 6.7% 3.5% 1.7% 1.5%

女性
68.0% 43.4% 25.3% 20.4% 8.3% 20.4% 29.1% 21.9% 9.2% 2.9% 1.8% 2.9%

男性女性以外の性
0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答
0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

18～29歳 70.3% 39.6% 28.6% 22.0% 3.3% 25.3% 25.3% 20.9% 7.7% 3.3% 0.0% 1.1%

30～39歳 70.8% 39.2% 25.0% 25.8% 10.0% 21.7% 24.2% 22.5% 8.3% 1.7% 2.5% 0.8%

40～49歳 72.1% 42.6% 24.0% 24.6% 9.3% 21.9% 26.2% 20.8% 6.0% 3.3% 1.6% 1.1%

50～59歳 64.1% 37.4% 25.6% 23.1% 7.7% 19.5% 26.7% 25.6% 8.2% 2.1% 2.6% 3.1%

60～69歳 65.4% 44.1% 22.1% 20.6% 7.4% 18.4% 28.7% 29.4% 6.6% 3.7% 1.5% 2.9%

70歳以上 62.7% 28.4% 19.4% 23.9% 6.0% 22.4% 29.9% 14.9% 16.4% 6.0% 1.5% 6.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

全体

性
別

年
代
別

子育てとの両立が難しい

夫が家庭のことに協力的でない

遠い所への転勤は無理である

介護との両立が大変である

介護施設等に入所できない

結婚や出産を契機として退職す
る慣行がある

家族の理解が得られない

仕事についての能力を職場で正
当に評価されない

中高年の女性に対し退職の圧力
がある

支障になることは特にない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

75.1 

33.2 

23.3 

26.1 

5.4 

21.7 

8.0 

16.5 

8.5 

3.1 

4.9 

4.8 

73.1 

35.9 

23.1 

29.9 

5.8 

18.5 

8.3 

14.8 

10.4 

4.2 

5.6 

3.7 

77.3 

29.4 

23.1 

20.9 

5.2 

26.1 

7.4 

18.1 

6.1 

1.8 

4.3 

5.8 

全体

女性

男性
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  女性が仕事を続けていく上で必要なことについて，｢保育施設などの子育て支援サ

ービスや福祉施設などの介護サービスの充実｣と答えた割合 58.8％と最も高く，次い

で｢職場における育児・介護との両立支援制度の充実｣(48.1％)，｢男性の家事・育児へ

の参加｣(41.3％)となっており，男女とも同じ傾向となっている。 

図表 10-2 女性が仕事を続けるために必要なこと（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 １０ 】 女性が働き続けるためには，今後どのようなことが必要だと思いますか。（〇 

       は３つまで） 

保育施設などの子育て支援サー
ビスや福祉施設などの介護サー
ビスの充実

男性の家事・育児などへの参加

働き続けることへの女性自身の
意識改革

女性が働き続けることへの周囲
の理解・意識改革

労働条件の改善（昇進・昇格
等）

職場における育児・介護との両
立支援制度の充実

職場における長時間労働の改善
を含めた働き方改革

短時間勤務制度や在宅勤務制度
などの導入

結婚，出産退職後の再雇用制度
の充実

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

58.8 

41.3 

8.3 

29.8 

17.5 

48.1 

17.9 

18.9 

27.1 

1.4 

2.5 

59.1 

42.1 

6.0 

28.4 

17.9 

48.8 

18.8 

23.3 

28.2 

1.6 

2.5 

58.7 

40.4 

11.0 

31.7 

17.2 

47.7 

16.3 

12.8 

25.6 

1.2 

2.6 

全体

女性

男性
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図表 10-2 女性が仕事を続けるために必要なこと（性別・年代別） 
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改
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昇
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・
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等
）
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場
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お

け

る

育

児

・
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護

と

の

両

立

支

援

制

度

の

充

実

職

場

に

お

け

る

長

時

間

労

働

の

改

善

を

含

め

た

働

き

方

改

革

短

時

間

勤

務

制

度

や

在

宅

勤

務

制

度

な

ど

の

導

入

結

婚

，

出

産

退

職

後

の

再

雇

用

制

度

の

充

実

そ

の

他

無

回

答

58.8% 41.3% 8.3% 29.8% 17.5% 48.1% 17.9% 18.9% 27.1% 1.4% 2.5%

男性
58.7% 40.4% 11.0% 31.7% 17.2% 47.7% 16.3% 12.8% 25.6% 1.2% 2.6%

女性
59.1% 42.1% 6.0% 28.4% 17.9% 48.8% 18.8% 23.3% 28.2% 1.6% 2.5%

男性女性以外の性
0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0%

無回答
50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～29歳 54.9% 44.0% 4.4% 26.4% 26.4% 57.1% 15.4% 15.4% 24.2% 2.2% 2.2%

30～39歳 58.3% 58.3% 3.3% 25.8% 15.8% 49.2% 16.7% 28.3% 21.7% 1.7% 2.5%

40～49歳 63.9% 45.4% 7.1% 32.2% 19.7% 49.2% 15.8% 16.9% 26.8% 1.1% 0.0%

50～59歳 55.4% 30.3% 10.8% 28.7% 21.5% 48.7% 21.0% 20.5% 25.6% 1.5% 3.1%

60～69歳 56.6% 38.2% 11.8% 33.1% 11.0% 47.1% 19.1% 14.0% 32.4% 0.0% 2.9%

70歳以上 65.7% 34.3% 9.0% 32.8% 4.5% 32.8% 17.9% 17.9% 35.8% 3.0% 7.5%

無回答 50.0% 50.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

性
別

年
代
別

 

図表 10-2 女性が仕事を続けるために必要なこと（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

育児・介護休暇制度の充実

結婚・出産・育児後の再雇
用制度の充実

保育・介護施設等の整備

多様な雇用形態（時間短縮
労働等）

家族の理解や協力を得るこ
と

女性自身が能力等を高める
こと

労働条件の改善（昇進・昇
格等）

女性が働くことについて，
男性の意識を変えること

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

51.0 

49.2

45.2

44.6

25.7

7.2

16.3

20.2

2.2

4.1

51.4 

47.7

45.1

46.8

29.2

6.5

16.0

20.6

1.9

31.7

50.9 

51.8

45.4

42.0

20.6

8.3

16.0

19.6

2.8

38.7

全体

女性

男性
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４ ワーク・ライフ・バランスについて 
 

 

 

 ワーク・ライフ・バランスが｢実現できている｣，｢どちらかといえば実現できている｣

と答えた割合は合わせて全体で 40.4％，｢どちらかといえば実現できていない｣，｢実

現できていない｣と答えた割合は全体で 39.1％となっている。 

 性別で比較すると，女性よりも男性の方が｢実現できている｣，｢どちらかといえば実

現できている｣と答えた割合が 5.2 ポイント高くなっている。 

 平成 28 年度市調査では，｢実現できている｣と答えた割合は全体で 21.5％となって

おり，回答区分が異なるため単純に比較することはできないが，今回の｢実現できてい

る｣，｢どちらかといえば実現できている｣を合わせた割合(40.4％)と比較すると，18.9

ポイント増加している。 

 

図表 11-1 ワーク・ライフ・バランスの実現について（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 11-2 ワーク・ライフ・バランスの実現について（平成 28 年度市調査較）(ｎ=778) 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20.6 

22.9 

21.5 

46.0 

37.3 

41.1 

31.3 

38.2 

35.3 

2.1 

1.6 

2.1 

実現できている 実現できていない
どちらとも

いえない
無回答

 

【 問 １１ 】 あなたはワーク・ライフ・バランスが実現できていると思いますか。（〇は1つ） 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.2 

7.2 

8.5 

33.1 

30.9 

31.9 

20.3 

21.3 

20.8 

19.2 

17.7 

18.3 

14.5 

19.7 

17.4 

2.6 

3.4 

3.0 

実現できている
どちらかといえば

実現できている

どちらかといえば

実現できていない

実現できて

いない

どちらとも

いえない
無回答
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図表 11-3 ワーク・ライフ・バランスの実現について（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実

現

で

き

て

い

る ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

実

現

で

き

て

い

る

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

実

現

で

き

て

い

な

い

実

現

で

き

て

い

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い 無

回

答

8.5% 31.9% 20.8% 18.3% 17.4% 3.0%

男性 10.2% 33.1% 20.3% 19.2% 14.5% 2.6%

女性 7.2% 30.9% 21.3% 17.7% 19.7% 3.4%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

18～29歳 14.3% 33.0% 19.8% 12.1% 20.9% 0.0%

30～39歳 11.7% 30.8% 25.0% 14.2% 16.7% 1.7%

40～49歳 12.0% 33.3% 21.9% 15.3% 17.5% 0.0%

50～59歳 5.6% 38.5% 21.0% 21.5% 11.3% 2.1%

60～69歳 2.9% 27.9% 16.9% 24.3% 22.1% 5.9%

70歳以上 4.5% 16.4% 20.9% 20.9% 22.4% 14.9%

無回答 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体

性

別

年

代

別
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 ワーク・ライフ・バランスが実現できていない理由については，｢職場に人的な余裕

がないため｣と答えた割合が 59.8％と最も高く，次いで｢長時間労働であるため｣(39.9

％)となっている。男性も女性も同じ傾向にあるが，女性よりも男性の方が｢職場に人

的な余裕がないため｣，｢長時間労働であるため｣，｢職場の理解がないため｣と回答する

人の割合が高く，特に｢長時間労働であるため｣については，女性と比較して，約 19.1

ポイント高くなっている。 

 また，平成 28 年度市調査と比較すると，｢職場に人的余裕がないため｣，｢長時間労

働であるため｣，｢職場の理解がないため｣と答えた割合がともに増加しており，｢職場

に人的余裕がないため｣と答えた割合は全体で 9.2 ポイント，男性では 26.1％増加し

ている。 

  

図表 12-1 ワーク・ライフ・バランスが実現できていない理由について（性別）(ｎ=311) 

 

長時間労働であるため

職場の理解がないため

職場に人的な余裕がないため

「男は仕事，女は家庭」と
いった考え方があるため

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

39.9 

31.2 

59.8 

19.0 

10.9 

4.2 

31.6 

28.2 

53.4 

23.0 

13.2 

5.2 

50.7 

35.3 

68.4 

14.0 

8.1 

2.9 

全体

女性

男性

 
 

 

【 問 １２ 】 問11で「どちらかといえば実現できていない」，「実現できていない」と答えた 

         方にお聞きします。「ワーク・ライフ・バランス」が実現できていない理由は何だ 

         と思いますか。（〇は３つまで） 
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図表 12-3 ワーク・ライフ・バランスが実現できていない理由について（性別・年代別） 

長

時

間

労

働

で

あ

る

た

め

職

場

の

理

解

が

な

い

た

め

職

場

に

人
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な

余

裕

が

な

い

た

め 「

男

は

仕

事

，

女

は

家

庭
」

と

い
っ

た

考

え

方

が

あ

る

た

め

そ

の

他

無

回

答

39.9% 31.2% 59.8% 19.0% 10.9% 4.2%

男性 50.7% 35.3% 68.4% 14.0% 8.1% 2.9%

女性 31.6% 28.2% 53.4% 23.0% 13.2% 5.2%

無回答 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～29歳 51.7% 24.1% 55.2% 13.8% 24.1% 3.4%

30～39歳 38.3% 34.0% 51.1% 21.3% 10.6% 4.3%

40～49歳 50.0% 27.9% 61.8% 17.6% 13.2% 4.4%

50～59歳 33.7% 27.7% 63.9% 12.0% 9.6% 4.8%

60～69歳 33.9% 33.9% 64.3% 19.6% 8.9% 5.4%

70歳以上 39.3% 46.4% 53.6% 42.9% 0.0% 0.0%

無回答 40.2% 31.2% 59.8% 19.0% 10.9% 4.2%

全体

性

別

年

代

別

 

図表 12-2 ワーク・ライフ・バランスが実現できていない理由について（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

長時間労働であるため

職場の理解がないため

職場に人的な余裕がないため

職場や家庭における男性の意識
の持ち方

職場や家庭における女性の意識
の持ち方

その他

無回答

29.2 

30.8 

50.6 

26.6 

11.8 

10.6 

36.0 

16.7 

19.4 

35.4 

23.8 

9.5 

7.9 

31.3 

28.8 

27.9 

42.3 

16.6 

8.6 

7.7 

23.6 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60%
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５ 人権について 
 

 

 

  女性の人権が尊重されていないと感じるのは，全体では｢セクシュアル・ハラスメ

ント(性的ないやがらせ)｣と答えた割合が 48.9％と最も高く，次いで｢家庭内での配偶

者やパートナーからの暴力｣(48.5％)，｢痴漢などのわいせつ行為｣(29.0％)となってい

る。 

 性別でみると，女性は｢家庭内での配偶者やパートナーからの暴力｣が 53.7％と最も

高く，男性は｢セクシュアル・ハラスメント(性的ないやがらせ)｣が 45.1％と最も高く

なっている。 

図表 13-1 人権が尊重されていないと感じること（性別）(ｎ=794) 

 

 

  

 

 

 

 

【 問 １３ 】 あなたが，人権が尊重されていないと感じるのは，どのような場合だと思いま 

         すか。（〇は３つまで） 

家庭内での配偶者やパートナーか
らの暴力

セクシュアル・ハラスメント（性
的ないやがらせ）

痴漢などのわいせつ行為

売春・買春・援助交際

ストーカー行為

風俗営業における就労

女性の体の一部やヌード写真など
を内容に関係なく使用した広告な
ど

容貌を競うコンテスト

「女医」「女流作家」のように女
性だけに用いられる言葉

特にない

その他

無回答

48.5 

48.9 

29.0 

14.6 

17.4 

5.4 

11.0 

7.8 

10.1 

16.8 

3.8 

3.8 

53.7 

51.9 

28.9 

14.5 

14.8 

6.7 

14.1 

8.1 

11.6 

13.0 

4.3 

3.6 

41.9 

45.1 

29.4 

14.8 

20.6 

3.8 

7.0 

7.6 

8.1 

21.8 

3.2 

4.1 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60%
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図表 13-3 人権が尊重されていないと感じること（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 13-2 人権が尊重されていないと感じること（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

家庭内での暴力

職場におけるハラスメント

痴漢・痴女行為

売春・買春

ストーカー行為

風俗営業における就労

ヌード写真などを掲載した雑誌

容貌を競うコンテスト

「女医」「女流作家」のように女
性だけに用いられる言葉

特にない

その他

無回答

0% 20% 40% 60%

42.9 

54.5 

29.2

22.6

23.7

11.1

5.9

7.1

8.6

16.3

2.7

2.8

45.4 

59.0 

27.3

25.0

21.5

12.5

7.2

6.9

7.6

13.2

3.0

2.8

40.8 

49.1 

31.6

19.6

26.7

8.9

4.6

7.1

10.1

20.2

2.5

1.8

全体

女性

男性
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カ
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に

お

け
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性

の

体
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一

部

や

ヌ
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ド

写

真

な

ど

を

内

容

に

関

係

な

く

使

用

し

た

広

告

な

ど

容

貌

を

競

う

コ

ン

テ

ス

ト 「

女

医
」

「

女

流

作

家
」

の

よ

う

に

女

性

だ

け

に

用

い

ら

れ

る

言

葉

特

に

な

い

そ

の

他

無

回

答

48.5% 48.9% 29.0% 14.6% 17.4% 5.4% 11.0% 7.8% 10.1% 16.8% 3.8% 3.8%

男性 41.9% 45.1% 29.4% 14.8% 20.6% 3.8% 7.0% 7.6% 8.1% 21.8% 3.2% 4.1%

女性 53.7% 51.9% 28.9% 14.5% 14.8% 6.7% 14.1% 8.1% 11.6% 13.0% 4.3% 3.6%

男性女性以外の性 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

18～29歳 46.2% 53.8% 35.2% 17.6% 11.0% 3.3% 7.7% 9.9% 7.7% 14.3% 4.4% 1.1%

30～39歳 56.7% 55.0% 35.8% 8.3% 17.5% 3.3% 8.3% 5.8% 11.7% 20.8% 2.5% 1.7%

40～49歳 50.3% 51.9% 27.9% 18.0% 17.5% 8.2% 9.3% 11.5% 9.3% 13.7% 4.4% 1.6%

50～59歳 45.6% 45.6% 30.3% 12.3% 19.0% 4.1% 10.8% 3.6% 9.7% 19.5% 5.1% 3.6%

60～69歳 48.5% 48.5% 24.3% 14.7% 17.6% 6.6% 14.7% 10.3% 11.8% 16.2% 1.5% 5.9%

70歳以上 40.3% 34.3% 17.9% 19.4% 19.4% 6.0% 17.9% 6.0% 10.4% 14.9% 4.5% 14.9%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体

性

別

年

代

別
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 配偶者等から受けた，または配偶者等にした経験について，女性では「大声で怒鳴

られる」と答えた割合が 18.3％と最も高く，次いで｢誰のおかげで生活できているん

だ等と暴言を言われる｣(9.6％)，｢生活費を渡されない｣(7.4％)となっている。 

 男性では｢何を言っても無視される｣と答えた割合が 6.7％と最も高く，次いで｢大声

で怒鳴られる｣(6.4％)，｢メールや電話を細かく監視される｣(4.9％)となっている。 

 また，｢経験したことはない｣と答えた割合は，男性が 74.4％，女性は 63.8％となっ

ている。 

図表 14-1 配偶者等から受けた，または配偶者等にした経験について（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

【 問 １４ 】 あなたはこれまでに，あなたの配偶者やパートナーまたは交際相手につい 

         て，次のような経験をしたことがありますか。 （〇はいくつでも） 

何を言っても無視され続ける

「誰のおかげで，お前は生活で
きるんだ」とか「甲斐性なし」
などの暴言を言われる

大声で怒鳴られる

メールや電話を細かく監視され
る

押したり，つかんだり，つねっ
たり，こづいたりされる

見たくないのにポルノビデオや
ポルノ雑誌を見せられる

医療機関の治療が必要となる暴
力を受ける

嫌がっているのに性的な行為を
強要される

生活費を渡されない

上記のことを配偶者やパート
ナー，交際相手にしたことがあ
る

経験したことはない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

6.4 

7.1 

13.1 

5.5 

3.1 

0.6 

0.6 

3.9 

4.4 

2.6 

68.3 

0.8 

6.0 

6.3 

9.6 

18.3 

6.0 

4.0 

0.9 

0.9 

6.5 

7.4 

1.3 

63.8 

0.9 

6.5 

6.7 

3.8 

6.4 

4.9 

2.0 

0.3 

0.3 

0.6 

0.6 

4.4 

74.4 

0.6 

5.5 

全体

女性

男性
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図表 14-2 配偶者等から受けた，または配偶者等にした経験について（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

何を言っても無視され続ける

「誰のおかげで，お前は生活できる
んだ」とか「甲斐性なし」などの暴
言を言われる

大声で怒鳴られる

メールや電話を細かく監視される

押したり，つかんだり，つねった
り，こづいたりされる

見たくないのにポルノビデオやポル
ノ雑誌を見せられる

医療機関の治療が必要となる暴力を
受ける

嫌がっているのに性的な行為を強要
される

上記のことを配偶者や交際相手にし
たことがある

暴力を受けた人から相談されたこと
がある

自分のまわりで経験した人はいない
と思う

その他

無回答

9.8 

6.3 

18.5 

5.3 

7.3 

1.0 

3.1 

5.7 

3.6 

15.6 

35.1 

4.6 

21.5 

7.9 

8.3 

22.0 

6.0 

8.1 

1.2 

4.6 

9.7 

1.6 

17.6 

34.0 

5.6 

19.0 

12.3 

3.7 

14.4 

4.3 

6.4 

0.9 

0.9 

0.3 

6.4 

12.9 

36.5 

3.4 

23.9 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60% 80%
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図表 14-3 配偶者等から受けた，または配偶者等にした経験について（性別・年代別） 

何
を
言
っ

て
も
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視
さ
れ
続
け
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誰
の
お
か
げ
で
，
お
前
は
生
活

で
き
る
ん
だ
」
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性
な
し
」

な
ど
の
暴
言
を
言
わ
れ
る

大
声
で
怒
鳴
ら
れ
る

メ
ー

ル
や
電
話
を
細
か
く
監
視
さ

れ
る

押
し
た
り
，
つ
か
ん
だ
り
，
つ

ね
っ

た
り
，
こ
づ
い
た
り
さ
れ
る

見
た
く
な
い
の
に
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ

や
ポ
ル
ノ
雑
誌
を
見
せ
ら
れ
る

医
療
機
関
の
治
療
が
必
要
と
な
る

暴
力
を
受
け
る

嫌
が
っ

て
い
る
の
に
性
的
な
行
為

を
強
要
さ
れ
る

生
活
費
を
渡
さ
れ
な
い

上
記
の
こ
と
を
配
偶
者
や
パ
ー

ト

ナ
ー

，
交
際
相
手
に
し
た
こ
と
が

あ
る

経
験
し
た
こ
と
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

6.4% 7.1% 13.1% 5.5% 3.1% 0.6% 0.6% 3.9% 4.4% 2.6% 68.3% 0.8% 6.0%

男性 6.7% 3.8% 6.4% 4.9% 2.0% 0.3% 0.3% 0.6% 0.6% 4.4% 74.4% 0.6% 5.5%

女性 6.3% 9.6% 18.3% 6.0% 4.0% 0.9% 0.9% 6.5% 7.4% 1.3% 63.8% 0.9% 6.5%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

18～29歳 6.6% 3.3% 12.1% 6.6% 2.2% 0.0% 1.1% 0.0% 3.3% 0.0% 79.1% 2.2% 1.1%

30～39歳 7.5% 4.2% 10.0% 6.7% 5.0% 1.7% 0.0% 3.3% 4.2% 5.0% 70.0% 0.0% 5.0%

40～49歳 5.5% 10.9% 19.7% 10.9% 5.5% 0.5% 2.2% 6.6% 6.0% 3.8% 62.3% 0.5% 2.7%

50～59歳 7.7% 7.7% 13.3% 2.6% 2.6% 0.5% 0.0% 3.6% 6.2% 1.0% 70.8% 0.5% 5.1%

60～69歳 5.1% 7.4% 9.6% 2.2% 0.7% 0.0% 0.0% 5.1% 1.5% 2.9% 69.9% 0.7% 7.4%

70歳以上 6.0% 4.5% 9.0% 3.0% 1.5% 1.5% 0.0% 1.5% 3.0% 3.0% 56.7% 1.5% 25.4%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

全体

性
別

年
代
別
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 ＤＶやデートＤＶについて，｢経験したことがある｣と答えた割合は，女性は 15.2％，

男性は 2.3％となっている。女性で「経験したことがある」と答えた割合は，平成 28

年度市調査(16.0％)と比較すると，0.8 ポイント減少しているが，女性の約７人に１

人がＤＶまたはデートＤＶの被害の経験があると答えている。 

 また，ＤＶやデートＤＶについて，｢見聞きしたことがある｣と答えた割合は，全体

で 45.2％となっており，平成 28 年度市調査(49.4％)と比較すると，全体で 4.2 ポイ

ント減少している。 

図表 15-1 ＤＶやデートＤＶを経験した割合（性別）(ｎ=794) 

 

（1）自分自身について
　　（経験したことがある）

（2）自分以外の人について
　　（見聞きしたことがある）

0% 20% 40% 60% 80%

9.6 

45.2 

15.2 

46.5 

2.3 

43.3 

全体 女性 男性

 

  

図表 15-3 ＤＶやデートＤＶを経験した割合（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 15-2 ＤＶやデートＤＶを経験した割合（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

（1）自分自身について
　　（経験したことがある）

（2）自分以外の人について
　　（見聞きしたことがある）

0% 20% 40% 60% 80%

12.5 

49.4 

16.0 

54.4 

8.3 

43.3 

全体 女性 男性

 

【 問 １５ 】 ＤＶやデートＤＶについて，あなたは直接経験したり身近で見聞きしたことが 

          ありますか。（（1），（2）について，それぞれ○は１つ） 

自分自身について
（経験したことがある）

自分以外の人について
（見聞きしたことがある）

9.6% 45.2%

男性 2.3% 43.3%

女性 15.2% 46.5%

男性女性以外の性 0.0% 100.0%

無回答 0.0% 0.0%

18～29歳 6.6% 37.4%

30～39歳 9.2% 56.7%

40～49歳 14.2% 46.4%

50～59歳 9.2% 47.7%

60～69歳 8.8% 39.0%

70歳以上 4.5% 37.3%

無回答 0.0% 0.0%

全体

性
別

年
代
別



- 48 - 
 

 

 

  ＤＶやデートＤＶを経験したことがある人の相談先について，全体では「知人・友

人」を答えた割合が 34.2％と最も高く，次いで｢親族｣(30.3％)，｢警察｣(9.2％)，｢弁

護士｣(6.6％)となっている。 

  ｢相談しなかった｣と答えた割合は，女性の 44.1％に対し，男性は 62.5％と 18.4

ポイント高くなっている。 

 また，｢相談しなかった｣と答えた割合は，全体で 46.1％と，平成 28 年度市調査(43.3

％)と比較すると，2.8 ポイント増加している。 

図表 16-1 ＤＶやデートＤＶ被害の相談先（性別）(ｎ=76) 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 問 １６ 】  問１５で直接経験したことがあると答えた方にお聞きします。 

         あなたは，誰（どこ）に相談しましたか。（○はいくつでも） 

知人・友人

親族

行政の相談機関

民間の相談機関

警察

弁護士

医師

学校関係

相談しなかった

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

34.2 

30.3 

2.6 

3.9 

9.2 

6.6 

2.6 

1.3 

46.1 

2.6 

0.0 

36.8 

32.4 

1.5 

2.9 

8.8 

5.9 

2.9 

1.5 

44.1 

2.9 

0.0 

12.5 

12.5 

12.5 

12.5 

12.5 

12.5 

0.0 

0.0 

62.5 

0.0 

0.0 

全体

女性

男性
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図表 16-3 ＤＶやデートＤＶ被害の相談先（性別・年代別） 

知
人
・
友

人 親
族

行
政
の

相
談
機
関

民
間
の

相
談
機
関

警
察

弁
護
士

医
師

学
校
関
係

相
談
し
な

か
っ

た

そ
の
他

無
回
答

34.2% 30.3% 2.6% 3.9% 9.2% 6.6% 2.6% 1.3% 46.1% 2.6% 0.0%

男性 36.8% 32.4% 1.5% 2.9% 8.8% 5.9% 2.9% 1.5% 44.1% 2.9% 0.0%

女性 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 62.5% 0.0% 0.0%

18～29歳 50.0% 16.7% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0%

30～39歳 45.5% 45.5% 0.0% 9.1% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0% 18.2% 0.0% 0.0%

40～49歳 38.5% 23.1% 3.8% 3.8% 11.5% 7.7% 3.8% 0.0% 53.8% 3.8% 0.0%

50～59歳 27.8% 33.3% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 44.4% 5.6% 0.0%

60～69歳 25.0% 41.7% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 8.3% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

70歳以上 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

全体

性
別

年
代
別

 

 

 

 

 

 

図表 16-2 ＤＶやデートＤＶ被害の相談先（平成 28 年度市調査）(ｎ=134) 

知人・友人

親族

行政の相談機関

民間の相談機関

警察

弁護士

医師

学校関係

相談しなかった

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

32.0 

25.8 

5.2 

7.2 

6.2 

4.1 

4.1 

1.0 

43.3 

0.0 

9.3 
全体
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  相談しなかった理由については，全体では｢相談しても無駄だと思ったから｣が 42.9

％と最も高く，次いで｢自分さえ我慢すれば何とかやっていけると思ったから｣(34.3

％)，｢他人を巻き込みたくなかったから｣(34.3％)，｢自分にも悪いところがあると思

ったから｣(25.7％)，｢恥ずかしかったから｣(20.0％)となっている。 

 女性で最も高かった理由は，｢相談しても無駄だと思ったから｣が 50.0％となってお

り，男性は｢他人を巻き込みたくなかったから｣が 60.0％となっている。 

 

図表 17-1 相談しなかった理由（性別）(ｎ=35) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 １７ 】 【問16】で相談しなかったと答えた方にお聞きします。 

         相談しなかった，できなかった理由は何ですか。（○はいくつでも） 

相談するほどのことで
もなかったから

自分にも悪いところが
あると思ったから

相談しても無駄だと
思ったから

自分さえ我慢すれば何
とかやっていけると
思ったから

他人を巻き込みたくな
かったから

恥ずかしかったから

相手の行為は愛情の表
現だと思ったから

誰に相談したらよいか
わからなかったから

相談すると仕返しをさ
れると思ったから

世間体が悪いから

その他

0% 20% 40% 60% 80%

11.4 

25.7 

42.9 

34.3 

34.3 

20.0 

5.7 

11.4 

17.1 

17.1 

2.9 

13.3 

30.0 

50.0 

36.7 

30.0 

23.3 

6.7 

10.0 

16.7 

13.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

60.0 

0.0 

0.0 

20.0 

20.0 

40.0 

20.0 

全体

女性

男性
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図表 17-3 相談しなかった理由（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 17-2 相談しなかった理由（平成 28 年度市調査）(ｎ=74) 

相談するほどのことで
もなかったから

自分にも悪いところが
あると思ったから

相談しても無駄だと
思ったから

自分さえ我慢すれば何
とかやっていけると
思ったから

他人を巻き込みたくな
かったから

恥ずかしかったから

相手の行為は愛情の表
現だと思ったから

誰に相談したらよいか
わからなかったから

相談すると仕返しをさ
れると思ったから

世間体が悪いから

その他

0% 20% 40% 60% 80%

35.7 

35.7 

31.0 

21.4 

11.9 

11.9 

0.0 

7.1 

7.1 

9.5 

4.8 

28.0 

24.0 

40.0 

24.0 

20.0 

16.0 

0.0 

4.0 

8.0 

8.0 

8.0 

47.1 

52.9 

17.6 

17.6 

0.0 

5.9 

0.0 

11.8 

5.9 

11.8 

0.0 

全体

女性

男性
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や
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と
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っ

た
か
ら

他
人
を
巻
き
込
み
た
く

な
か
っ

た
か
ら

恥
ず
か
し
か
っ

た
か
ら

相
手
の
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為
は
愛
情
の

表
現
だ
と
思
っ

た
か
ら

誰
に
相
談
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
か
っ

た
か

ら 相
談
す
る
と
仕
返
し
を

さ
れ
る
と
思
っ

た
か
ら

世
間
体
が
悪
い
か
ら

そ
の
他

11.4% 25.7% 42.9% 34.3% 34.3% 20.0% 5.7% 11.4% 17.1% 17.1% 2.9%

男性 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 60.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 40.0% 20.0%

女性 13.3% 30.0% 50.0% 36.7% 30.0% 23.3% 6.7% 10.0% 16.7% 13.3% 0.0%

18～29歳 0.0% 100.0% 50.0% 100.0% 100.0% 50.0% 50.0% 100.0% 50.0% 0.0% 0.0%

30～39歳 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

40～49歳 14.3% 42.9% 28.6% 28.6% 50.0% 28.6% 7.1% 7.1% 21.4% 14.3% 0.0%

50～59歳 12.5% 0.0% 75.0% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 12.5% 0.0%

60～69歳 16.7% 16.7% 33.3% 33.3% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0%

70歳以上 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

全体

性
別

年
代
別
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６ ハラスメントについて 
 

 

 セクシュアル・ハラスメントについて，｢経験したことがある｣と答えた割合は，女

性が 22.4％，男性が 2.6％となっている。女性のおよそ５人に１人がセクシュアル・

ハラスメントの被害に合っていると答えており，平成 28 年度市調査(18.5％)と比較す

ると，3.9 ポイント増加している。 

 マタニティ・ハラスメントについて，｢経験したことがある｣と答えた女性の割合は

4.7％，パタニティ・ハラスメントについては，｢経験したことがある｣と答えた男性の

割合は 1.5％となっている。 

 ハラスメントを｢見聞きしたことがある｣と答えた割合は，セクシュアル・ハラスメ

ントは 34.5％，マタニティ・ハラスメントは 18.2％，パタニティ・ハラスメントは

7.6％となっている。 

図表 18-1 ハラスメントを経験した割合（性別）(ｎ=794) 

 (1) 自分自身について（直接経験したことがある） 

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

パタニティ・ハラスメント

13.9 

2.8 

1.0 

22.4 

4.7 

0.7 

2.6 

0.3 

1.5 
全体 女性 男性

0% 10% 20% 30% 40%  

 (2) 自分以外の人について（見聞きしたことがある） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 １８ 】 あなたはこれまで，次のハラスメントを直接経験したり，身近で見聞きしたこと 

         がありますか。（それぞれ○は１つ） 

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

パタニティ・ハラスメント

34.5 

18.2 

7.6 

34.9 

19.7 

7.2 

34.0 

16.0 

8.1 
全体 女性 男性

0% 10% 20% 30% 40%
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図表 18-3 ハラスメントを経験した割合（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 18-2 ハラスメントを経験した割合（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

(1) 自分自身について（直接経験したことがある） 

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

パタニティ・ハラスメント

0% 10% 20% 30% 40%

11.3 

2.6 

0.1 

18.5 

4.6 

0.0 

2.5 

0.0 

0.3 

全体
女性
男性

 

(2) 自分以外の人について（見聞きしたことがある） 

セクシュアル・ハラスメント

マタニティ・ハラスメント

パタニティ・ハラスメント

0% 10% 20% 30% 40%

33.2 

16.1 

8.4 

32.4 

16.4 

7.4 

34.7 

16.0 

9.8 

全体
女性
男性

 

セ
ク
シ
ュ
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ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

マ
タ
ニ
テ
ィ

・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

パ
タ
ニ
テ
ィ

・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

マ
タ
ニ
テ
ィ

・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

パ
タ
ニ
テ
ィ

・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

13.9% 2.8% 1.0% 34.5% 18.2% 7.6%

男性 2.6% 0.3% 1.5% 34.0% 16.0% 8.1%

女性 22.4% 4.7% 0.7% 34.9% 19.7% 7.2%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

18～29歳 15.4% 1.1% 0.0% 33.0% 9.9% 6.6%

30～39歳 22.5% 6.7% 5.0% 46.7% 27.5% 10.0%

40～49歳 15.8% 5.5% 1.1% 42.1% 22.4% 8.2%

50～59歳 13.3% 1.0% 0.0% 33.8% 20.0% 7.7%

60～69歳 8.1% 0.0% 0.0% 23.5% 11.8% 5.9%

70歳以上 4.5% 1.5% 0.0% 19.4% 10.4% 6.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年
代
別

自分自身ついて 自分以外の人について

全体

性
別
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  ハラスメント被害の相談先で最も多かったのは「知人・友人」で，全体で 28.1％，

次いで「親族」が 12.5％となっている。 

 「相談しなかった」と答えた割合は，女性が 52.2％に対し男性が 71.4％と，19.2

ポイント高くなっている。 

 

図表 19-1 ハラスメント被害の相談先（性別）(ｎ=128) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 問 １９ 】 問１８で自分が直接経験したことがあると答えた方にお聞きします。あなた 

        は，誰（どこ）に相談しましたか。（○はいくつでも） 

知人・友人

親族

行政の相談機関

民間の相談機関

警察

弁護士

相談しなかった

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

28.1 

12.5 

0.0 

2.3 

2.3 

0.0 

54.7 

7.0 

5.5 

27.4 

13.3 

0.0 

2.7 

2.7 

0.0 

52.2 

7.1 

6.2 

35.7 

7.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

71.4 

7.1 

0.0 

全体

女性

男性
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図表 19-3 ハラスメント被害の相談先（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 19-2 ハラスメント被害の相談先（平成 28 年度市調査）(ｎ=108) 

 

知
人
・
友
人

親
族

行
政
の
相
談
機

関 民
間
の
相
談
機

関 警
察

弁
護
士

相
談
し
な
か
っ

た そ
の
他

無
回
答

28.1% 12.5% 0.0% 2.3% 2.3% 0.0% 54.7% 7.0% 5.5%

男性 35.7% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 71.4% 7.1% 0.0%

女性 27.4% 13.3% 0.0% 2.7% 2.7% 0.0% 52.2% 7.1% 6.2%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

18～29歳 33.3% 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 46.7% 6.7% 13.3%

30～39歳 25.7% 17.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 8.6% 8.6%

40～49歳 38.9% 5.6% 0.0% 8.3% 2.8% 0.0% 47.2% 5.6% 5.6%

50～59歳 21.4% 10.7% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 57.1% 10.7% 0.0%

60～69歳 18.2% 18.2% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 63.6% 0.0% 0.0%

70歳以上 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0%

全体

性
別

年
代
別

知人・友人

親族

行政の相談機関

民間の相談機関

警察

弁護士

相談しなかった

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

21.3 

7.4 

0.9 

2.8 

1.9 

0.9 

50.0 

5.6 

9.3 

17.5 

8.2 

1.0 

1.0 

2.1 

1.0 

52.6 

6.2 

10.3 

60.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

全体

女性

男性
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 ハラスメントの防止に必要な対策としては，「職場の雇用主等の積極的な防止対策」

と答えた割合が全体で 63.0％と最も高く，次いで「法律制度の強化」(54.8％)，｢ハ

ラスメントに関する正しい知識の研修や啓発活動の充実」(53.5％)，｢相談機関の充実」

(49.5％)となっている。 

  

図表 20-1 ハラスメント防止のための対策について（性別）(ｎ=794) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 ２０ 】 ハラスメントの防止のためには，どのような対策が必要だと考えますか。（○ 

         はいくつでも） 

法律制度の強化

相談機関の充実

職場の雇用主等の積極的な防
止対策

ハラスメントに関する正しい
知識の研修や啓発活動の充実

加害者に対するカウンセリン
グの実施

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

54.8 

49.5 

63.0 

53.5 

35.4 

2.0 

7.6 

55.3 

51.7 

64.9 

54.1 

38.3 

2.9 

6.0 

54.4 

47.1 

61.0 

52.9 

32.0 

0.9 

9.6 

全体

女性

男性
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図表 20-3 ハラスメント防止のための対策について（性別・年代別） 

法
律
制
度
の
強
化

相
談
機
関
の
充
実

職
場
の
雇
用
主
等
の

積
極
的
な
防
止
対
策

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の

研
修
や
啓
発
活
動
の

充
実

加
害
者
に
対
す
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
実

施 そ
の
他

無
回
答

54.8% 49.5% 63.0% 53.5% 35.4% 2.0% 7.6%

男性 54.4% 47.1% 61.0% 52.9% 32.0% 0.9% 9.6%

女性 55.3% 51.7% 64.9% 54.1% 38.3% 2.9% 6.0%

男性女性以外の性 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

18～29歳 57.1% 49.5% 61.5% 51.6% 33.0% 2.2% 9.9%

30～39歳 62.5% 50.8% 69.2% 50.0% 39.2% 1.7% 6.7%

40～49歳 52.5% 46.4% 69.9% 55.2% 33.3% 1.6% 6.6%

50～59歳 51.3% 49.2% 59.0% 54.9% 37.9% 2.1% 5.6%

60～69歳 57.4% 55.9% 64.0% 59.6% 36.8% 2.2% 5.1%

70歳以上 52.2% 44.8% 47.8% 43.3% 26.9% 3.0% 19.4%

無回答 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0%

全体

性
別

年
代
別

 

図表 20-2 ハラスメント防止のための対策について（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

法律制度の強化

相談機関の充実

職場の雇用主等の積極的な防
止対策

ハラスメントに関する正しい
知識の研修や啓発活動の充実

ハラスメントに関する正しい
知識の研修や啓発活動の充実

被害者のためのカウンセリン
グの実施

加害者に対するカウンセリン
グの実施

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

45.0 

53.2 

54.5 

36.7 

38.7 

31.1 

30.8 

1.8 

6.6 

42.3 

56.5 

53.5 

39.8 

39.8 

31.5 

33.6 

1.6 

7.6 

47.0 

50.9 

56.4 

38.7 

38.7 

30.1 

27.0 

1.8 

4.9 

全体

女性

男性
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７ 性的少数者について 
 

 

 

 現在，性的少数者の方々にとって生活しづらい社会だと「思う」，「どちらかといえば思う」と

答えた割合は，全体で 68.8％，女性は 70.5％，男性は 66.5％となっている。 

 年代別では，「思う」，「どちらかといえば思う」と答えた割合は，30～39歳代が 85.0％と最も

高く，その後は年代が上がるにつれ低くなっている。 

図表 21-1 性的少数者の方々にとって生活しづらい社会だと思う割合（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 21-2 性的少数者の方々にとって生活しづらい社会だと思う割合（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 問 ２１ 】 現在，性的少数者の方々にとって，偏見や差別などにより，生活しづらい社 

         会だと思いますか。（○は１つ） 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

33.4 

34.0 

33.7 

33.1 

36.5 

35.1 

4.9 

2.9 

3.8 

5.5 

4.0 

4.7 

6.7 

8.9 

8.0 

13.7 

10.3 

11.7 

2.6 

3.4 

3.0 

思う
どちらかと

いえば思う
どちらかとい

えば思わない
思わない

どちらとも

いえない
わからない 無回答

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

思

う

ど

ち

ら

か

と

い

え

ば

思

わ

な

い

思

わ

な

い

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

33.7% 35.1% 3.8% 4.7% 8.0% 11.7% 3.0%

男性 33.4% 33.1% 4.9% 5.5% 6.7% 13.7% 2.6%

女性 34.0% 36.5% 2.9% 4.0% 8.9% 10.3% 3.4%

男性女性以外の性 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

18～29歳 37.4% 28.6% 4.4% 9.9% 8.8% 11.0% 0.0%

30～39歳 46.7% 38.3% 0.8% 0.0% 5.8% 7.5% 0.8%

40～49歳 32.8% 41.0% 3.8% 4.9% 7.7% 8.2% 1.6%

50～59歳 31.3% 32.3% 4.1% 6.2% 8.2% 15.4% 2.6%

60～69歳 29.4% 36.8% 3.7% 2.2% 10.3% 14.0% 3.7%

70歳以上 25.4% 26.9% 7.5% 4.5% 6.0% 14.9% 14.9%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体

性

別

年

代

別
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 性的少数者の方々が生活しやすくなるために必要な対策について，「パートナーシ

ップ制度の導入」と答えた割合が 45.4％と最も高く，次に「学校の制服について，ス

カートかズボンかなどを性別に関わらず，生徒が選択できるようにすること」(41.9

％），｢だれもが働きやすい職場環境づくりの取り組みをすること｣(35.3％），｢行政

が市民等へ性的少数者への理解の促進のための周知啓発を行うこと｣(32.8％)となっ

ている。 

 

図表 22-1 性的少数者の方々が生活しやすくなるために必要な対策（性別）(ｎ=546) 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【 問 ２２ 】 問21で「思う」「どちらかといえば思う」と答えた方にお聞きします。 

        性的少数者の方々に対する偏見や差別をなくし，性的少数者の方々が生活 

         しやすくなるためにどのような対策が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

行政が市民等へ性的少数者への理解
の促進のための周知啓発を行うこと

性別にかかわりなく利用できる「だ
れでもトイレ」の設置

申請書等様式における性別記載欄の
削除等見直し

学校の制服について，スカートかズ
ボンかなどを性別に関わらず，生徒
が選択できるようにすること

パートナーシップ制度の導入

相談窓口等の充実と周知

だれもが働きやすい職場環境づくり
の取り組みをすること

行政職員や学校教員への性の多様性
に関する研修等を行うこと

わからない

その他

無回答

32.8 

23.3 

16.1 

41.9 

45.4 

15.6 

35.3 

22.7 

7.9 

2.2 

3.8 

26.3 

27.6 

15.2 

49.5 

48.3 

10.8 

39.7 

22.5 

4.4 

2.9 

5.1 

41.9 

17.5 

17.5 

31.9 

41.9 

22.3 

29.7 

23.1 

12.7 

1.3 

1.7 

全体

女性

男性

0% 20% 40% 60%



- 60 - 
 

図表 22-2 性的少数者の方々が生活しやすくなるために必要な対策（性別・年代別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行
政
が
市
民
等
へ
性
的
少
数
者
へ
の

理
解
の
促
進
の
た
め
の
周
知
啓
発
を

行
う
こ
と

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
利
用
で
き
る

「

だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」

の
設
置

申
請
書
等
様
式
に
お
け
る
性
別
記
載

欄
の
削
除
等
見
直
し

学
校
の
制
服
に
つ
い
て
，
ス
カ
ー

ト

か
ズ
ボ
ン
か
な
ど
を
性
別
に
関
わ
ら

ず
，
生
徒
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と

パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ

プ
制
度
の
導
入

相
談
窓
口
等
の
充
実
と
周
知

だ
れ
も
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と

行
政
職
員
や
学
校
教
員
へ
の
性
の
多

様
性
に
関
す
る
研
修
等
を
行
う
こ
と

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

32.8% 23.3% 16.1% 41.9% 45.4% 15.6% 35.3% 22.7% 7.9% 2.2% 3.8%

男性 41.9% 17.5% 17.5% 31.9% 41.9% 22.3% 29.7% 23.1% 12.7% 1.3% 1.7%

女性 26.3% 27.6% 15.2% 49.5% 48.3% 10.8% 39.7% 22.5% 4.4% 2.9% 5.1%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

無回答 33.3% 30.0% 20.0% 56.7% 43.3% 10.0% 40.0% 21.7% 3.3% 3.3% 1.7%

18～29歳 22.5% 30.4% 17.6% 45.1% 52.9% 9.8% 41.2% 16.7% 6.9% 2.0% 2.9%

30～39歳 34.1% 31.1% 17.0% 49.6% 48.9% 10.4% 31.9% 28.1% 3.7% 1.5% 3.7%

40～49歳 27.4% 13.7% 13.7% 37.1% 37.1% 19.4% 33.9% 24.2% 12.1% 4.0% 4.0%

50～59歳 38.9% 15.6% 13.3% 32.2% 41.1% 21.1% 37.8% 22.2% 14.4% 1.1% 4.4%

60～69歳 60.0% 14.3% 17.1% 20.0% 54.3% 34.3% 22.9% 17.1% 5.7% 0.0% 8.6%

70歳以上 32.8% 23.3% 16.1% 41.9% 45.4% 15.6% 35.3% 22.7% 8.1% 2.2% 3.8%

無回答 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

全体

性

別

年

代

別
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８ 男女共同参画の視点からの防災・災害時の 
  対応について 

 

 

 防災や災害時に男女共同参画の視点から必要な対応については，｢男女のニーズに配

慮して，物資を備蓄するとともに，子育て家庭，介護者，障がい者等の視点も取り入

れること」と答えた割合が 51.5％と最も高く，次いで「避難所運営で，責任者に男女

がともに配置され，男女両方の視点が入るようにすること」(48.7％)，｢男女別のトイ

レ，更衣室やプライバシーの確保など，性別に配慮した避難所運営をすること｣(42.7

％)となっている。 

図表 23-1 防災や災害時に必要な対応について（性別）(ｎ=794) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【 問 ２３ 】 防災や災害時の対応において，男女共同参画の視点からどのような対応 

       が必要だと思いますか。（○は３つまで） 

自主防災組織への女性の参画を促進すること

防災会議に女性の参画を拡大すること

防災計画へ男女共同参画の視点が入るようにすること

性別に関わらず，日頃からのコミュニケーション・地
域でのつながりを大切にすること

男女別のトイレ，更衣室やプライバシーの確保など，
性別に配慮した避難所運営をすること

男女のニーズに配慮して，物資を備蓄するとともに，
子育て家庭，介護者，障がい者等の視点も入れること

避難所運営で，責任者に男女がともに配置され，男女
両方の視点が入るようにすること

わからない

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

13.1 

12.7 

25.7 

34.5 

42.7 

51.5 

48.7 

7.8 

0.4 

3.9 

10.7 

10.3 

24.8 

32.0 

42.7 

55.9 

53.2 

8.1 

0.2 

4.3 

16.3 

16.0 

27.0 

37.8 

42.7 

46.2 

43.3 

7.6 

0.6 

3.5 

全体

女性

男性
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図表 23-3 防災や災害時に必要な対応について（性別・年代別） 

 

 

図表 23-2 防災や災害時に必要な対応について（平成 28 年度市調査）(ｎ=778) 

男女別のトイレ,更衣室やプライバシーの確保など，
性別に配慮した避難所運営をすること

男女のニーズに配慮して，物資を備蓄するとともに，
子育て家庭，介護者，障がい者等の視点も入れること

避難所運営で，責任者に男女がともに配置され，男女
両方の視点が入るようにすること

自主防災組織への女性の参画を促進すること

防災会議に女性の参画を拡大すること

防災計画へ男女共同参画の視点が入るようにすること

男女の性別に関わらず，日頃からのコミュニケーショ
ン・地域でのつながりを大切にする

その他

無回答

0% 20% 40% 60% 80%

78.0 

65.9 

54.2 

5.0 

4.8 

20.1 

40.4 
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54.2 
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41.7 

1.2 

0.5 

76.7 

61.3 

54.3 

8.0 

5.5 

21.8 

37.1 

1.2 

3.1 

全体

女性

男性

 

自
主
防
災
組
織
へ
の
女
性
の
参
画
を

促
進
す
る
こ
と

防
災
会
議
に
女
性
の
参
画
を
拡
大
す

る
こ
と

防
災
計
画
へ
男
女
共
同
参
画
の
視
点

が
入
る
よ
う
に
す
る
こ
と

性
別
に
関
わ
ら
ず
，
日
頃
か
ら
の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
・
地
域
で
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と

男
女
別
の
ト
イ
レ
，
更
衣
室
や
プ
ラ

イ
バ
シ
ー

の
確
保
な
ど
，
性
別
に
配

慮
し
た
避
難
所
運
営
を
す
る
こ
と

男
女
の
ニ
ー

ズ
に
配
慮
し
て
，
物
資

を
備
蓄
す
る
と
と
も
に
，
子
育
て
家

庭
，
介
護
者
，
障
が
い
者
等
の
視
点

も
入
れ
る
こ
と

避
難
所
運
営
で
，
責
任
者
に
男
女
が

と
も
に
配
置
さ
れ
，
男
女
両
方
の
視

点
が
入
る
よ
う
に
す
る
こ
と

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

13.1% 12.7% 25.7% 34.5% 42.7% 51.5% 48.7% 7.8% 0.4% 3.9%

男性 16.3% 16.0% 27.0% 37.8% 42.7% 46.2% 43.3% 7.6% 0.6% 3.5%

女性 10.7% 10.3% 24.8% 32.0% 42.7% 55.9% 53.2% 8.1% 0.2% 4.3%

男性女性以外の性 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

18～29歳 8.8% 14.3% 9.9% 42.9% 39.6% 49.5% 37.4% 13.2% 2.2% 2.2%

30～39歳 15.0% 10.0% 17.5% 40.0% 50.0% 59.2% 49.2% 6.7% 0.0% 0.8%

40～49歳 13.7% 10.9% 25.1% 35.5% 49.2% 59.0% 47.0% 6.6% 0.0% 2.7%

50～59歳 12.3% 10.8% 31.3% 29.2% 41.0% 47.2% 48.2% 7.7% 0.0% 5.1%

60～69歳 14.0% 15.4% 36.0% 30.1% 38.2% 50.7% 60.3% 7.4% 0.0% 2.9%

70歳以上 14.9% 20.9% 25.4% 35.8% 31.3% 35.8% 46.3% 9.0% 1.5% 13.4%

無回答 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

全体

性
別

年
代
別


